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１．岐阜県国際交流センター多言語版ホームページ 

（英語ページ） 
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（中国語ページ）
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（ポルトガル語ページ）
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（タガログ語ページ） 



 

 

- 6 - 

 

（ベトナム語ページ） 
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２．多言語啓発チラシ・ポスター・動画・ＳＮＳ 

「STOP!COVID-19」（R2.8.6～14） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「NO！COVID-19 Harrasment」（R2.12.7） 
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COVID-19相談センター「お医者さんに相談しよう！」（R2.12.17） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「緊急事態宣言」（R2.4.17） 
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「新しいスタイルのクリスマス」（R2.12.17） 
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「感染はこんなふうに広がりました」（R3.1.7） 
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「よい外出例、悪い外出例」（R3.2.1） 
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イースター（４月４日）等における感染対策の呼びかけ（R3.3.10） 
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「新型コロナに打ち勝つために」（R3.3.12） 
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「手洗いのすすめ ５つのタイミング」（R3.3.12） 
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「行動ストップ！こんな症状が出たら無理をしない」（R3.3.12） 
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「食事は静かに 会話はマスクを」（R3.3.12） 
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「外国人県民特有の行動態様」（R3.6.18） 
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「感染予防ガイド」（R3.9.9）・・・両面印刷の上、半分に折って携帯用に使用 
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「あなたの感染対策チェック！〜新型コロナウイルスの感染を防ぐために〜」 

ぎふ県政ほっとライン ➢ YouTubeチャンネル掲載（R2.12.28） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「基本的な感染防止対策」「コロナの危険性」（R3.6.28～7.2、１件/日） 
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「あなたがコロナに感染したら」（R3.7.11～12、１件/日） 

 

 

 

 

 

 

「大人数のパーティーは要注意！」他（R3.9.14～16、１件/日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

- 22 - 

 

３．教会及び派遣事業者向け感染予防チェックシート 

 

①施設の設備における感染予防対策

1
出入口に手指衛生用の消毒用アルコール（濃度70％以上95％以下のエタノール（手に入ら

ない場合は60％以上でも可））を設置し、使用を促す旨の掲示を行っているか
□

2 出入口に検温用の非接触型体温計を設置しているか □

3
出入口では掲示物等により来場者への常時マスクの着用をルール化し、着用を確認してい

るか
□

3‐2 マスクを持参していない来場者用に、予備のマスクを用意しているか □

4
出入口では「岐阜県感染警戒QRシステム」の掲示等を行い、来場者の把握を実施してい

るか
□

5
施設内の座席は十分に距離を開けて（1m以上）設置し、身体的距離（フィジカルディス

タンス）を確保しているか
□

6 ステージと座席間は2m以上距離をあけるか、アクリル板等で遮蔽しているか □

7

設備、備品の消毒には消毒用アルコール（濃度70％以上95％以下のエタノール（手に入ら

ない場合は60％以上でも可））あるいは、アルコール含浸ウェットティッシュを使用して

いるか

□

8 掲示物等により、以下について周知を行っているか

8‐2 手指衛生の徹底（別紙） □

8‐3 人と人との十分な身体的距離（フィジカルディスタンス）の確保の徹底 □

8‐4
合唱は基本行わないこととし、やむを得ず行う場合は、マスクを着用し小声で歌うように

すること
□

8‐5 ハグ、ハイタッチ等の身体的接触を極力避けること □

9 ゴミ箱は蓋つきの密閉できるものを設置しているか □

10 トイレに蓋がある場合、蓋を閉めて汚物を流すよう表示しているか □

教会における感染予防対策チェックシート
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②宗教的行事時の来場者における感染予防対策

1 宗教的行事のオンライン配信等により、参加人数を減らすよう努めているか □

2 以下に当てはまる方は来場しないよう要請しているか

2‐2 37.5℃以上の発熱がある方 □

2‐3 息苦しさ、強いだるさ、軽度であっても咳・咽頭痛などの症状がある方 □

2‐4 同居の方に上記(2‐2)、(2‐3)の症状等がある方 □

2‐5 濃厚接触者と認定されている方 □

3 来場時に検温・手指衛生（別紙）を実施しているか □

4 来場者の常時マスク着用を徹底しているか □

4‐2 マスクは鼻まで覆い密着させて着用しているか □

5
教会内では人と人との十分な距離（１ｍ以上）をあけて、身体的距離（フィジカルディス

タンス）を確保して着席しているか
□

6
合唱は基本行わないようにしているか

やむを得ず行う場合は、マスクを着用し小声で歌うようにしているか
□

7 ハグ、ハイタッチ等の身体的接触を極力行わないようにしているか □

8

エアコンと独立した換気扇が設置してある場合は、これを常時運転し、部屋の出入口のド

アを開放して換気しているか

換気扇がない場合は以下のいずれかの方法で換気を実施しているか

　１）窓が複数ある場合は、2方向の窓を30分に1回以上、数分程度全開にする

　２）窓が1つの場合、ドアと窓を30分に1回以上、数分間全開にする

　３）窓がない場合、ドアを開けて扇風機などで部屋の外に空気を出す流れを

　　　作る

※換気の目安にCO２センサーを用いて適宜換気追加を行うことも勧められる

□

9

不特定多数が触る可能性のある場所（施設内においてはドアノブや電気のスイッチ、椅子

等、トイレにおいては便座、床、ドアノブ等）は宗教的行事の開始前、終了後にそれぞれ

消毒を実施しているか

□

9‐2
消毒を行う際は、消毒用アルコールを直接キッチンペーパー等に染み込ませたもの、ある

いはアルコール含浸ウェットティッシュを使用して拭き取りを行っているか
□

10
清掃やゴミの廃棄を行う者は、マスクや手袋の着用を徹底し、可能であれば換気を行いな

がら実施しているか
□

10‐2
清掃作業やゴミの廃棄を終えた後は、作業者は参考に石鹸・流水による手洗い（別紙）を

実施しているか
□

11 宗教的行事中や終了後に会食は行わないようにしているか □
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①車両の確認

1
車内入口など、乗車者が出入りする場所に、手指衛生用の消毒用アルコール（濃度70％以

上95％以下のエタノール（手に入らない場合は60％以上でも可））を設置しているか
□

2
運転に支障がない場合は、運転席と後部座席の間に防護スクリーン・透明ビニールカーテ

ン等により遮蔽しているか
□

3 外気換気モードのエアコンを搭載している場合は、使用する設定としているか □

②運転手の確認

4
運転手について、体温を計測し、37.5℃以上でないか

また、息苦しさ、倦怠感などの症状がないか
□

5
運転手の同居者の体温を計測し、37.5℃以上でないかを確認したか

また、息苦しさ、倦怠感などの症状がある体調不良者がいないことを確認したか
□

6 運転手は、マスクを鼻まで覆い密着させて着用しているか □

③乗車時

7
乗車者の体温を計測し、37.5℃以上でないか

また、その同居者に体温が37.5℃以上の者がいないか確認したか
□

8

乗車者に倦怠感などの症状がある体調不良者がいないかどうか

また、その同居家族に倦怠感などの症状のある体調不良者がいないか確認したか

※本人への確認に加え、目視で乗降者を確認する

　顔色が悪い方、いつもと異なる様子、ぼんやりしている方がいないか

□

9 設置した消毒用アルコールを用いて、手指衛生を行っているか □

10
滞留とならないよう、十分な身体的距離（フィジカルディスタンス）をとって乗車してい

るか
□

④乗車中

11 乗車者は、マスクを鼻まで覆い密着させ、着用しているか □

12 会話を控え、大声で会話をしていないか □

13
車内での飲食は基本行わないようしているか。やむを得ない場合は会話をしないで飲食を

しているか。
□

14 風の流れができるよう、前後左右二方向の窓を常時数センチあけて換気を行っているか □

送迎バス車両等における感染予防対策チェックリスト
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⑤降車時

15 空になったペットボトル等のゴミは車内に放置せず、各自で持ち帰っているか □

16 設置した消毒用アルコールを用いて、手指衛生を行っているか □

17
人が滞留しないように、十分な身体的距離（フィジカルディスタンス）を

とって降車しているか
□

⑥降車後

18 前後左右二方向の窓を開け、車内の空気を入れ換えているか □

19

（別表）の消毒箇所を、消毒用アルコール（濃度70％以上95％以下のエタノール（手に入

らない場合は60％以上でも可））を直接キッチンペーパー等に染み込ませたもの、あるい

はアルコール含浸ウェットティッシュを使用して拭き取りを行っているか

□

19‐２
（別表）の消毒を行う際は、換気をしながら天井付近の位置が高いところから拭き取りを

行っているか
□

20
車内にゴミが残っていた場合は、マスク・手袋を着用のうえ回収し、鼻水や唾液などが付

着したゴミがある場合はビニール袋に密閉し廃棄しているか
□
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（別表）

1 窓 □

2 カーテン　※消毒液噴霧 □

3 ヘッドレスト □

4 座席シート □

5 肘置き □

6 扉の取手（内・外） □

7 ハンドル □

8 ワイパーレバー □

9 ウインカーレバー □

10 ナビ □

11 エアコンボタン □

12 エンジンボタン □

13 シフトレバー □

14 シートベルト（挿込口・本体） □

バス車両における感染予防対策チェックリスト

運転席等の消毒ポイント

※手や体が触れる場所、飛沫が付着する場所を消毒してください

※濃度70％以上95％以下のエタノール（手に入らない場合は60％以上も可）をキッチンペーパー等に染
み込ませたもの、あるいはアルコール含浸ウェットティッシュを使用すること。
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乗車席等の消毒ポイント　

15 運転席と後部座席の間の防護スクリーン・透明ビニールカーテン等 □

16 窓 □

17 カーテン　※消毒液噴霧 □

18 ヘッドレスト □

19 座席シート □

20 肘置き □

21 シートベルト（挿込口・本体） □
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４．文書照会意見聴取一覧表 

市町村 

No 団体名 

① 一定の効果があったと考える取組み 

項目（取組概要） 
具体的な取組み内容・効果があったと考える

理由等 

1 岐阜市 

ホームページ等で

の多言語による情

報提供 

岐阜市（国際課）HP や（公財）岐阜市国際交

流協会の HP、Facebook、広報ぎふ等で、新型

コロナウイルスに関する情報を多言語で提供

した。市 HPのアクセス数がコロナ前の５倍に

なっている。 

2 岐阜市 

無料インターネッ

ト通話を活用した

外国人市民向け相

談の実施 

メディアコスモスの多文化交流プラザでは、

外国人市民向けの相談窓口を開設している

が、窓口に来られない市民のために Skype を

活用した生活相談を実施している。相談体制

の充実により外国人市民の不安の解消につな

がっていると思われる。 

3 岐阜市 
多言語啓発チラシ

等による情報発信 

「岐阜市版 Withコロナ」パンフレットを、や

さしい日本語、英語、中国語で作成。また外

国人の全世帯に、具体的な感染例と相談先を

示した感染防止チラシを郵送で配布。国籍に

より５言語に分け的確かつ、くまなく情報が

行き渡ったと考える。 

4 岐阜市 

外国人利用施設者

への注意喚起の実

施 

フィリピン人が訪れる大垣の教会や、イスラ

ーム岐阜モスクを訪問し、注意喚起を依頼し

たことで、キーパーソンから利用者へ分かり

やすく感染防止の重要さを伝えることができ

た。 

5 岐阜市 
外国人雇用企業へ

の直接訪問 

岐阜県と共に外国人雇用企業を直接訪問。外

国人雇用状況やコロナの影響、企業担当者を

把握することができた。 
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No 団体名 

① 一定の効果があったと考える取組み 

項目（取組概要） 
具体的な取組み内容・効果があったと考える

理由等 

6 大垣市 

岐阜労働局の協力

による外国人雇用

企業の情報提供 

外国人を雇用している企業名のみでなく、雇

用している人数や国籍が明らかとなった。そ

のことにより、コロナ対策への協力依頼を、

雇用規模や外国人の国籍に応じてピンポイン

トに展開することができた。 

7 高山市 
外国人雇用企業を

通した注意喚起 

飛騨県事務所と連携し、外国人を雇用してい

る企業や、実習生を受け入れている企業に対

し、新型コロナウイルスの拡大防止に関する

チラシや資料を送付し、企業を通して外国人

への周知を行った。一定の自粛や、外国人の

意識変化に繋がったと考える 

8 高山市 

多 文 化 共 生

Facebook ページ

での注意喚起 

今年 5 月に新しく開設した、多文化共生に関

する Facebookページにて新型コロナウイルス

の拡大防止に関するチラシ発信や呼びかけを

行った。一定の自粛や、外国人の意識変化に

繋がったと考える 

9 多治見市 
外国人雇用企業の

把握 

これまで当市においては、外国人雇用企業の

情報を持ち合わせていなかったが、コロナの

啓発を実施するに当たり、労働局から情報を

入手することができた。 

10 多治見市 
外国人雇用事業へ

の企業訪問 

15 人以上外国人労働者のいる企業を訪問した

が、企業の様子、労働者の様子など把握する

ことができた。 

11 多治見市 

市内のスーパー、

コンビニへの注意

喚起 

企業訪問と同時に外国人等が多く立ち寄るス

ーパー等へポスターチラシの掲示等の依頼を

行ったところ、協力的で、大変助かる等意見

があった。 
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No 団体名 

① 一定の効果があったと考える取組み 

項目（取組概要） 
具体的な取組み内容・効果があったと考える

理由等 

12 関市 
多言語による注意

喚起チラシ配布 

事業所訪問で多言語によるチラシを配布する

と、「助かる」「これはいいね」と言われるこ

とが多かった。 

13 関市 

ワクチン接種予約

のポルトガル語ガ

イド 

大規模接種会場予約ページにポルトガル語を

掲載した。つきっきりで予約対応する必要が

なくなり、電話で案内できたり、日本人職員

でも対応することができた。 

14 中津川市 
外国人雇用企業へ

の情報発信 

これまで、全ての外国人雇用企業の情報を持

ち合わせていなかったが、コロナ啓発を機に

労働局から情報を入手し、コロナ関連の情報

発信をすることができた。技能実習生の多い、

当市としては相応の効果に繋がったと考え

る。 

15 中津川市 

外国人雇用企業へ

の訪問(オンライ

ン含) 

県が実施する企業への訪問に同行し、外国人

労働者に対する対応状況の確認ができた。確

認することにより、企業側に対応の重要性に

ついて再認識してもらえるように感じた。 

16 瑞浪市 
啓発チラシ配布に

よる情報発信 

外国人雇用企業に対し、県より提供のあった

多言語（５言語）・（１４言語）の啓発チラシ

を配布。外国人雇用企業からの反響が良かっ

た。 

17 瑞浪市 
外国人雇用企業の

把握 

多言語の啓発チラシ配布にあたり、商工会議

所等より、外国人雇用企業情報を入手できた。 

18 羽島市 
多言語啓発チラシ

による情報発信 

感染原因や感染状況など多言語版啓発チラシ

を配布することで、必要な情報を適切に伝達

することができた。 
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No 団体名 

① 一定の効果があったと考える取組み 

項目（取組概要） 
具体的な取組み内容・効果があったと考える

理由等 

19 羽島市 
外国人雇用企業へ

の働きかけ 

県の商工部門と連携し、外国人雇用企業を訪

問したことで、効果的な注意喚起につながっ

た。 

20 恵那市 
多言語チラシの周

知 

多言語のチラシを庁舎内に設置、国際交流協

会に周知することにより感染予防の意識が高

まったと考えられる。 

21 恵那市 
多言語の「重要」

スタンプ作成 

ワクチンの接種券が入っている封筒に多言語

の 

「重要」スタンプを押印。日本語が分からな

い外国人が接種券を廃棄してしまうのを防

止。 

22 美濃加茂市 

具体的な感染(拡

大)事例の情報発

信 

チラシの配布や、感染（拡大）した際の行動

や症状等を数値的に示した市独自の動画を作

成し、ＳＮＳや学校経由等で情報発信をした

結果、一定の行動自粛に繋がったと考える。 

23 美濃加茂市 
教会の牧師による

注意喚起 

教会の牧師を集めた会議を開催しネットワー

クを構築。牧師から信者への注意喚起を依頼

したところ、理解を示した外国人が多いよう

に感じた。 

24 美濃加茂市 
派遣元事業所等の

把握 

派遣元事業所を集めた会議を開催しネットワ

ークを構築。従業員へ対策強化にかかる周知

を行っていただいたことで、理解が浸透した

と感じている。 

25 土岐市 
外国人雇用企業の

把握 

労働局から外国人を雇用する企業の情報を得

たことにより、外国人従業員への注意喚起を

雇用主から行ってもらうことができ、より高

い発信力で啓発できた。 
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No 団体名 

① 一定の効果があったと考える取組み 

項目（取組概要） 
具体的な取組み内容・効果があったと考える

理由等 

26 土岐市 
具体的な感染拡大

事例の情報発信 

具体的な感染事例を示したチラシを外国人を

雇用する企業やコンビニエンスストア、ドラ

ッグストア等に掲示依頼をし、外国人にわか

りやすい情報発信ができた。 

27 土岐市 

教会やモスクの聖

職者による注意喚

起 

市内の外国人信徒が集まるキリスト教会及び

イスラム教モスクへ県の啓発に土岐市国際交

流協会代表とともに同行した。聖職者からの

情報発信、注意喚起は信徒への影響は大きい

と思われる。 

28 各務原市 

外国人市民や外国

人雇用企業へのマ

スク等配布による

コロナ拡大防止啓

発 

外国人市民を対象としたマスク無償配布、外

国人雇用企業・各種コミュニティへのマス

ク・ウェットティッシュ配布を通じたコロナ

拡大防止啓発。 

29 各務原市 

国際協会日本語講

座、教会・店舗な

ど外国人が集まる

場所への各種働き

かけ 

県などを通じ提供される様々なチラシ・注意

喚起情報を用い、実際に訪問を実施するなど

のコロナ拡大防止啓発。多文化共生イベント

（ＫＩＡフェスティバル）において設けたコ

ロナ対策エリアによる啓発。 

30 各務原市 

外国人市民へのコ

ロナワクチン接種

予約支援、日時を

定めた接種会場に

おける通訳サポー

ト実施 

市の新型コロナウイルスワクチン接種対策室

による最新接種スケジュールの把握に努め、

ポルトガル語、英語、やさしい日本語などに

よる外国人市民への情報発信、接種予約支援、

日時を定めた接種会場における通訳サポート

（予定）を実施。 
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No 団体名 

① 一定の効果があったと考える取組み 

項目（取組概要） 
具体的な取組み内容・効果があったと考える

理由等 

31 可児市 
外国人雇用企業の

把握 

これまで当市においては、外国人雇用企業の

情報を持ち合わせていなかったが、コロナの

啓発を実施するにあたり、派遣先企業から情

報を入手することができた。 

32 可児市 

教会・外国籍市民

がよくいくお店へ

の直接訪問 

注意喚起を依頼したところ、理解を示した外

国籍市民が多いように感じた。 

33 可児市 

具体的な感染拡大

防止をチラシで啓

発 

感染拡大防止のために全外国籍市民世帯への

チラシ配布やホームページ、外国語版広報で

の啓発が一定の行動の自粛に繋がったと考え

られる。 

34 山県市 
啓発チラシによる

情報発信 

市内の店舗等に多言語版（ベトナム語・中国

語）のポスターの掲示を依頼、外国人も含め、

多くの人に見てもらうことが出来た。 

35 山県市 商工会との連携 
技能実習生については、商工会が雇用企業へ

情報発信を行っている。 

36 飛騨市 情報発信 

当市では外国人住民数が少なく、外国人住民

からの感染者も出ていないことから効果は不

明。多言語による情報発信などは外国人雇用

事業所へ共有し、注意喚起をしていただいた。 

37 本巣市 
啓発ポスターや感

染事例の情報発信 

多言語によるポスター等を郵送することによ

り、一定の行動自粛に繋がったと考える。 
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No 団体名 

① 一定の効果があったと考える取組み 

項目（取組概要） 
具体的な取組み内容・効果があったと考える

理由等 

38 下呂市 
外国人雇用企業の

把握 

これまで当市では外国人雇用企業の情報を持

ち得ていなかったが、コロナの啓発を実施す

るにあたり労働局から情報を入手することが

できた。 

39 岐南町 
多言語でのチラシ

について情報発信 

町のホームページに多言語で情報発信してい

る関係機関のリンクを添付し周知したこと

で、情報が把握しやすくなり、一定の行動自

粛に繋がったと思われる。 

40 笠松町 
感染防止啓発チラ

シ等の送付 

商工会を通じて外国人雇用の町内事業者を把

握し、情報発信したことで、今後の連携等に

おけるパイプが出来た。（担当窓口の把握等） 

41 養老町 
啓発チラシによる

情報発信 

庁舎受付などに置き、不特定多数の外国人に

も周知することが出来た 

42 養老町 
HP にて外国語に

よる情報発信 

HP で広く町内・町外在住の外国人に情報発信

が出来た 

43 関ケ原町 
啓発チラシによる

情報発信 

わかりやすいチラシのおかげで、なにを注意

すればいいか瞬時にわかり、行動に移すこと

ができたと考える。 

44 関ケ原町 
SNS による情報発

信 

SNS の発信は、だれもが目にする手段でもあ

り、即効性、確実性があることで一定の人数

の自粛に繋がったと考える。 
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No 団体名 

① 一定の効果があったと考える取組み 

項目（取組概要） 
具体的な取組み内容・効果があったと考える

理由等 

45 神戸町 
多言語で示したチ

ラシ（情報発信） 

当町単独で多言語の啓発チラシを作成するこ

とはできないため、県国際交流センターで作

成いただいたチラシを必要部数印刷して、町

内の外国人雇用企業に配布し行動の自粛等を

呼び掛けた。 

46 揖斐川町 

事業所に対しての

感染事例の情報発

信 

感染予防に関するチラシを配布することによ

り、感染予防についての意識が高まったと考

える。 

47 大野町 
ポスター掲示によ

る注意喚起 

感染拡大防止のポスターを掲示することで、

来庁した外国人県民に対しての注意喚起がで

きたのではないか。 

48 池田町 
雇用企業への働き

かけ 
外国人雇用企業の把握が出来た。 

49 坂祝町 
教会における注意

喚起 

教会に対してチラシ周知依頼したところ、教

会内に貼ってもらったため、注意喚起ができ

たと感じた。 

50 富加町 
町内の外国人雇用

企業への訪問 

チラシを事業所へ配布し一定の行動自粛に繋

がったと考える。 

51 富加町 
外国人雇用企業の

把握 
労働局から情報を入手できた。 

52 七宗町 

具体的な感染、拡

大事例の情報発

信。 

どのような行動が原因で感染、拡大したかを

示したチラシの配布や SNS での情報発信は、

一定の行動自粛に繋がったのではないでしょ

うか。 
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No 団体名 

① 一定の効果があったと考える取組み 

項目（取組概要） 
具体的な取組み内容・効果があったと考える

理由等 

53 八百津町 
ＨＰ等を使用し、

周知する。 

外国人向けのチラシなどを八百津町のＨＰに

掲載、周知した。また、外国人向けの情報を

掲載しているＨＰのリンクを八百津町のＨＰ

に掲載した。 

54 東白川村 
啓発チラシによる

情報発信 
感染事例チラシ等を掲示し、注意を促した。 

55 東白川村 
外国人雇用企業の

把握 

人口の少ない当村では、外国人雇用企業につ

いて把握しやすい。また、雇用する人数も少

数であるため注意喚起することが難しくな

い。 

56 御嵩町 庁外のビラ掲示 

町の施設だけでなく、駅舎やバス車内へのポ

スター類掲示や配布をしたことで多くの人々

に対して一定の意識づけができたと考える。 

57 御嵩町 教会への注意喚起 

直接教会へ赴き、管理者へクラスターについ

ての注意喚起を依頼したことで多くの外国人

信者に意識づけを行うことができたと考えら

れる。 

58 御嵩町 企業への情報共有 

工業団地の連絡協議会へ情報を提供すること

で、外国人に限らず多くの人に啓発を行うこ

とができた。 

59 白川村 

具体的な感染（拡

大）事例の情報発

信 

どのような行動が原因で感染（拡大）したか

を示したチラシの配布やＳＮＳでの情報発信

は、一定の行動自粛に繋がったと考える。 

60 白川村 
外国人雇用企業の

把握 

これまで当村担当課においては、外国人雇用

企業の把握ができていなかったが、啓発の実

施にあたり、情報を入手し、整理することが

できた。 
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多文化共生推進員、岐阜地域留学生交流推進協議会 

No 団体名 

① 一定の効果があったと考える取組み 

項目（取組概要） 
具体的な取組み内容・効果があったと考える

理由等 

1 推進員 

情報発信国際交流

センターの HP及

び Facebook 

当協会の HPや Facebookで周知出来たし、(オ

ンライン)日本語教室の際も、データで共有す

ることが出来た。多言語のデータでの情報提

供はありがたい。 

2 推進員 

重点地域（美濃加

茂市）が実施され

た多言語による市

民向けの注意喚起

無線放送 

内容：多言語による市民向けの注意喚起無線

放送 

理由：毎日多言語による注意喚起の無線放送

することにより、感染防止の呼びかけができ

た。 

3 岐留協 
啓発チラシによる

情報発信 

チラシを留学生に配布することにより、感染

予防の方法等を周知することができ、留学生

各個人で予防対応してもらえる効果があった

と考えます。 

4 岐留協 
啓発チラシによる

情報発信 

学生の母語で記載されており、学生へ周知し

やすかった。 

5 岐留協 
多言語によるチラ

シ 

学内の廊下など目に付く場所に掲示をし、外

国人留学生が目にすることができた。 

6 岐留協 
関係団体を通じて

の周知 

県内で外国人コミュニティを中心に感染拡大

の危険性が高いことを知ることができた。 

7 岐留協 

情報発信 

多言語による感染

防止策の周知や注

意喚起 

一部の留学生への調査によって、自分の国の

言葉で作成したため、読みやすいから、何と

か最後まで読んで理解したとの回答でした。 

8 岐留協 
基本的な感染防止

対策 

基本的な事が絵を見て理解できるから、実行

に移しやすい。 

9 岐留協 
在住外国人に対す

る相談対応 

日本語が話せない外国人でも気軽に相談でき

る。 

10 岐留協 情報発信 
必要な情報を多言語で発信されると、理解し

やすいし効果がある。 
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No 団体名 

① 一定の効果があったと考える取組み 

項目（取組概要） 
具体的な取組み内容・効果があったと考える

理由等 

11 岐留協 

情報発信 

啓発チラシ 

基本的な感染症対

策等 

当校は、23名の外国人留学生がおり、ある程

度の日本語能力はありますが、英語、ベトナ

ム語の啓発チラシで周知できて当校としてと

ても役に立ちました。 

12 岐留協 
多言語による情報

伝達 

日本語にルビをうっただけの文書では、基礎

疾患とか密閉空間とか飛沫といっても外国人

に理解できない。多言語で文章全体を翻訳し

たものがわかりやすい。 

13 岐留協   

どの施策も一定の効果はあるが、具体的な取

り組み効果はあげられない。全体として効果

があった。 
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経済団体 

No 区分 

① 一定の効果があったと考える取組み 

項目（取組概要） 
具体的な取組み内容・効果があったと考える理

由等 

1 経済団体 

国際交流センター

の HP及び

Facebookでの情

報発信 

スマホなどを介して直接、外国人本人に働きか

ける点で効果が高いと思われる。この部分を増

やしていったらよいのではないか。 

2 経済団体 
関係者を通じての

周知及び注意喚起 

漫然と全方位へ向けた情報発信ではなく、特定

のコミュニティや監理団体など、明確な枠組み

に対して発信を行うことにより、受け手側も自

らが対象であり、有用な情報であると認識・行

動する流れが作られるため。 

3 経済団体 
啓発チラシによる

情報発信 

外国人県民と接点がなく、外国人県民がどのよ

うに情報を入手しているか不明のため、効果の

ほどは不明。 

4 経済団体 ワクチン接種 

岐阜医療科学大学で行われた「大規模接種」。

可児・美濃加茂の外国人県民の方が多く来られ

ていました。 

5 経済団体 
他言語による情報

発信 

多言語化の啓蒙チラシによる情報発信が効果が

あったと考える。 

6 経済団体 
雇用企業への働き

かけ 

情報を得て頂く機会が少ないと思われる外国の

方には、雇用企業に働きかけていただくのが一

番だと思う。 

雇用企業から自粛要請を遵守することと、感染

源となるような行動（活動）をしたら「ここで

働けなくなる」可能性を示唆すれば、現実味を

帯びて自重すると考えられる。 

外国人技能実習機構や厚労省などの HPの注意

喚起をそのまま外国人実習生に配布してもまず

読むことは無いため、ポイントのみを簡潔にま

とめたチラシを母国語で作成し配った。その結

果、企業担当者から県外に遊びに行くつもりだ

ったが、我慢したようだとの報告があった。 
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技能実習監理団体・特定技能登録支援機関 

No 区分 

① 一定の効果があったと考える取組み 

項目（取組概要） 
具体的な取組み内容・効果があったと考える理

由等 

1 
技能実習監理

団体 

啓発チラシによる

情報発信（5言語）

基本的な感染防止

対策 

それぞれの言語で注意喚起があり、具体的に指

導ができた。 

生活習慣の違い等で難しく感じていたが、県か

らのチラシを渡したことで、口頭で伝えるだけ

より理解しやすく意識が変わったと感じた。 

2 
技能実習監理

団体 

ストップコロナハ

ラスメント 

外国人のなかでも、コロナの影響で必要以上に

行動制限されたり、傷つく言動があったりした。 

正しく恐れる、という意識が大切だということ

を伝えるのに役立ちました。 

3 
技能実習監理

団体 

監理団体等を通し

て注意喚起 

実習生における感染状況など、実態を情報共有

していただくことで、より一層、働きかけをす

るべきとの意識を持つことができた。 

4 
技能実習監理

団体 

外国人労働者等優

先ワクチン接種

（可児市・美濃加

茂市） 

優先的に接種し、本人のみならず、地域の方々

や職場、ご家族様にある程度、安心していただ

ける環境を提供でき、さらにコロナウイルス感

染症に対する、対策等への意識付けのきっかけ

となった。 

5 
技能実習監理

団体 

感染拡大の一因と

なり得る派遣労働

者送迎バス等の感

染防止対策への支

援（協調補助）を

実施。 

車内は当然マスク着用で会話なしの状況の中、

送迎バスが感染拡大の一因になりうるとは、全

く思えないが、各種対策を講じることで、本人

のみならず、地域の方々や職場、ご家族様にあ

る程度、安心していただける環境を提供できた

のではないかと考えます。 

6 
技能実習監理

団体 

啓発チラシによる

情報発信 

適応言語がある場合は、チラシ提供。ない場合

は、日本語での説明及び通訳より説明。 

説明後、不要の外出が少なくなった。 
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No 区分 

① 一定の効果があったと考える取組み 

項目（取組概要） 
具体的な取組み内容・効果があったと考える理

由等 

7 
技能実習監理

団体 

在住外国人に対す

る相談対応 

当組合に関係する技能実習生・特定技能外国人

の相談の有無は把握していないが、14言語対応

は県の取り組み姿勢を示すものであり、素晴ら

しいと思います。 

8 
技能実習監理

団体 
① 啓発チラシ 

各言語による情報発信を技能実習生に配布する

ことで一定の注意喚起の効果があった。 

9 
技能実習監理

団体 
外国人集団接種 

先般の県集団接種会場設営による外国人枠の取

り組みには、拡大抑制効果があったと思慮いた

します。 

10 
技能実習監理

団体 

啓発チラシによる

情報発信 

チラシを外国人県民に配布。 

理解しやすく、直ちに取り組みができたため、

効果があったと考えられる。 

11 
技能実習監理

団体 

雇用企業への働き

かけ 

各企業へ注意喚起を実施。 

企業側からも外国人へ注意喚起を実施し、感染

拡大防止に努めている。 

12 
技能実習監理

団体 
当初の情報発信 

手洗い、マスク着用、三密回避等の感染症対策

はわかりやすかったし、それが今でも最も有効

であることが共通認識となった。 

13 
技能実習監理

団体 

関係者を通じての

周知及び注意喚

起。 

信頼関係を築いた上、話を聞き入れしやすいで

す。 

14 
技能実習監理

団体 

関係者を通じての

周知及び注意喚

起。 

当組合では、岐阜県発、岐阜県中小企業団体中

央会経由にて県内組合員企業に対し、啓発チラ

シ等を間接周知しているが、組合員企業から、

有益であるとの声が寄せられた。  

15 
技能実習監理

団体 
情報発信 

いただいた情報は各実習実施者から実習生に渡

しております。訳語対応のない実習生には通訳

の方に説明してもらいました。 
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No 区分 

① 一定の効果があったと考える取組み 

項目（取組概要） 
具体的な取組み内容・効果があったと考える理

由等 

16 
技能実習監理

団体 
重点地域の対策 

感染の多い地域からの感染拡大が縮小している

ため、効果があったと思います。 

17 
技能実習監理

団体 

在住外国人に対す

る相談対応 

14言語対応で新型コロナウイルスの情報や相

談をできる試みは実習生に安心感を与えること

ができました。 

18 
技能実習監理

団体 

中央会を通じてい

ただいたコロナ対

策の啓発チラシを

寮と会社の作業場

に掲示（外国語） 

仕事中でもマスクの着用が徹底されるように 

なりました。 

19 
技能実習監理

団体 

啓発チラシによる

情報発信 

チラシを企業に配布し日本人含め実習生にも理

解してもらう。 

20 
技能実習監理

団体 

関係者を通じての

周知及び注意喚起 

企業に働きかけをと通訳からの周知徹底を行っ

た。企業での貼り付けのお願いコロナウイルス

感染症怖さを説明を行いある程度効果はあった

と思います。 

21 
技能実習監理

団体 

雇用企業への働き

かけ 

県と市の外国人県民感染対策チームによる注意

喚起は外国人を管理する立場の日本人が、情報

を正確に知り、職場の外国人に直接伝えること

ができる。外国人も、自分から日本のメディア、

ニュースを見たり、情報を探しに行くことはな

いため、職場での注意喚起が一番、効果がある

と考える。 

22 
技能実習監理

団体 
情報発信 

SNSを利用し、各言語に対応した情報発信 

啓発チラシ 

関係者を通じての情報発信 

23 
技能実習監理

団体 

雇用企業への働き

かけ 

重点地域の対策 

外国人県民感染対策チームによる企業への注意

喚起 

店舗や教会へ感染防止対策呼びかけのポスター

設置 
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No 区分 

① 一定の効果があったと考える取組み 

項目（取組概要） 
具体的な取組み内容・効果があったと考える理

由等 

24 
技能実習監理

団体 

在住外国人に対す

る相談対応 

14言語対応の電話対応を含んだ相談センター

の設置 

25 
技能実習監理

団体 

感染予防啓発チラ

シの実習実施者へ

の配布 

実習実施者より実習生へ徹底を依頼する。 

実習生へ再三啓発するが思うように行かない。 

26 
技能実習監理

団体 
基本感染防止対策 手洗い、マスク、行動ストップ等の徹底。 

27 
技能実習監理

団体 
感染防止隔離生活 

業務が人と接することがあり、濃厚接触者とな

った場合、寮にて自主隔離する。 

28 
技能実習監理

団体 

啓発チラシによる

情報発信 

「基本的な感染防止対策、感染はこんなふうに

広がりました、よい外出例、悪い外出例」、一

番基本的な知識から理解し始め、守らないとい

けないと思います。 

29 
技能実習監理

団体 

関係者を通じての

周知及び注意喚起 

「市町村や国際交流協会、外国人コミュニティ、

経済団体、技能実習生監理団体など、在住外国

人に対する周知・注意喚起を実施」、各団体が

協力して外国人の皆さんへ周知、注意喚起方法

が効率がよく効果がいいと思います。 

30 
技能実習監理

団体 

啓発チラシによる

情報発信 

手洗い・マスクの習慣となっていない民族への

説明が簡易になった。 

31 
技能実習監理

団体 

ワクチン接種につ

いて 

言語の違う外国人も接種について周知すること

ができ、希望する県民に積極的に案内すること

ができ、接種につながった。 

32 
技能実習監理

団体 

母国語での提示・

呼びかけ 

口頭で本人へ説明しても実際理解出来ていない

ことがあるため、母国語での資料をいただいた

ことで正確に理解してもらえたので良かったと

思う。 
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No 区分 

① 一定の効果があったと考える取組み 

項目（取組概要） 
具体的な取組み内容・効果があったと考える理

由等 

33 
技能実習監理

団体 

監理団体へメール

での送付 

監理団体へ都度メールの送付をいただいたこと

で、そこから本人へ注意喚起・呼びかけを行う

ことが出来た。繰り返し連絡したことで本人も

意識することが出来ると思う。 

34 
技能実習監理

団体 

情報発信（啓発チ

ラシによる情報発

信） 

チラシ等は実習実施者に持参し、外国人実習生

に直接渡せたので効果があったと思う。 

35 
技能実習監理

団体 
感染防止 

マスクの常時着用を呼びかけた。 

地味ではあるが、やはり一番効果があると考え

られる。 

36 
技能実習監理

団体 

不要不急の外出自

粛 

無駄な外出を控えるよう呼びかけた。 

実質は外出をしているかもしれないが、コロナ

に対する意識はあるので、効果があると考えら

れる。 

37 
技能実習監理

団体 

啓発チラシによる

情報発信 

基本的な感染予防対策（手洗い、マスク、行動

ストップ等） 

38 
技能実習監理

団体 

関係者を通じての

周知及び注意喚起 

技能実習生監理団体・実習実施者からの周知及

び注意喚起。 

39 
技能実習監理

団体 
情報発信 

多言語にて情報発信されているので周知啓発で

きていると思います。 

40 
技能実習監理

団体 

雇用企業への働き

かけ 

企業代表より新型コロナ感染の状況等説明が有

るので外国人も理解出来る。 

41 
技能実習監理

団体 

情報発信（啓蒙チ

ラシによる情報発

信） 

外国人の言語（ベトナム語・中国語）による情

報発信を行ったことで、理解が深まったため。 

42 
技能実習監理

団体 

情報発信

（Facebookで情

報発信） 

交流の手段に、Facebookを利用している外国人

が多いため。 
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No 区分 

① 一定の効果があったと考える取組み 

項目（取組概要） 
具体的な取組み内容・効果があったと考える理

由等 

43 
技能実習監理

団体 

直接、啓蒙チラシ

を渡した 

毎月 1回は訪問しているので、実習生、特定活

動をしている者に手渡した。 

44 登録支援機関 
フェイスブックや

SNSの活用 

外国人にとって SNSはとても手軽に閲覧や拡散

が出来るため良い効果だと思います。 

45 登録支援機関 チラシ 

チラシは目で見てわかりやすく、言語も５か国

語に対応しているということで外国人を雇用す

る企業としても掲示や注意喚起がしやすいと思

います。 

46 登録支援機関 
外国人雇用企業へ

の注意喚起 

直接注意や指導を受けた方が頭に入りやすいよ

うに思う。 

47 登録支援機関 

在住外国人相談セ

ンタ―での相談対

応 

 困った際に１４言語＝母国語で相談できる窓

口は非常にありがたいと思う。事務的な対応に

とどまらずしっかりと解決策を提示できるかと

いうことが重要。 

48 登録支援機関 

外国人県民が集ま

る場所へのポスタ

ー等の設置 

動画での情報発信に比べると、ポスター等は自

らアクションを起こさずとも直接目に入ってく

るので、効果的だと感じる。 

49 登録支援機関 
啓発チラシによる

情報発信 

特定技能外国人に対し、日本語、英語、タガロ

グ語のチラシを配布し感染防止の注意喚起を実

施した。就労場所は介護施設であるため、基本

的な感染防止対策を実施していた。 

50 登録支援機関 ワクチン集団接種 

可児市在住者約 130名程が自主的に接種を受け

ることができました。職域と合わせて、かなり

の人数が接種を受けることがでた。 

51 登録支援機関 パンフレット 

岐阜県、可児市よりチラシの送付を受け、給料

封筒等に入れて配布した。チラシの写真を撮り

SNS等で発信した。 
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市町村 

No 団体名 
② 課題・改善点 

項目（取組概要） 課題や改善点など 

1 岐阜市 
外国人コミュニテ

ィの把握・連携 

関係団体等と連携してコミュニティの把握に

努めているが、全体像の把握、連携が難しい。 

2 岐阜市 情報発信の内容 

長期間に渡り同じような情報を繰り返し発信

しているため、内容の違いがわかりづらく危

機感が薄れてしまう。 

3 高山市 
外国人コミュニテ

ィの把握・連携 

外国人を雇用している企業や実習生を受け入

れている企業の把握は一部できているもの

の、全体を把握できておらず、小さなコミュ

ニティや同じ国出身の方が集まるグループな

どの私的なものは把握するのが難しい。 

4 多治見市 
外国人への啓発、

企業訪問 

最初は市のみで企業訪問を実施するよう要請

があったが、途中から県と市町村が連携して

直接訪問をするようにとのことで実際訪問を

行った。やはり市単独より県と連携して実施

した方が、効果がある。（事業主のコロナへ

の危機感等が違ってくるように感じた。） 

5 関市 
外国人コミュニテ

ィの把握・連携 

これまでの国際交流では、外国人を雇用して

いるなど、国際交流に理解のある「日本人」

を対象に活動していたため、在住外国人と直

接的なつながりを持っていない。 

6 関市 

外国籍住民全戸へ

の郵送による注意

喚起 

市民から人権侵害というお叱りを複数受け

た。 

7 関市 
ポルトガル語に限

られた対応 

ポルトガル語通訳しかいないので、ワクチン

接種のことなど、市によって違う情報の多言

語化が困難。やさしいにほんごも併用してい

るが、伝わるのかが不明。 
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No 団体名 
② 課題・改善点 

項目（取組概要） 課題や改善点など 

8 中津川市 
外国人雇用企業の

把握 

今回、コロナ啓発ということで特別に労働局

から外国人雇用企業の情報を入手できたが、

目的外に使用不可が原則で、注意喚起ばかり

の案内では企業側として受け入れがたくなっ

ていくのではないか。外国人を雇用する企業

にとって有利となる情報等も提供できるよう

な、取り扱いの自由の利く情報提供であると

いい。 

9 中津川市 

企業に勤めていな

い外国人への情報

発信方法 

興味がないと、なかなか情報を入手しようと

しないため、ホームページ等の最新情報を見

てもらえていない。ポスターも様々な言語を

ずらずら並べて掲示するわけにもいかないの

で、どうしたら興味を持ってもらえるのか、

外国人の意見を把握することが大切。 

10 中津川市 
外国人コミュニテ

ィの把握 

機会があるごとに、コミュニティがあるのか

確認をしているが、その存在を確認できるこ

とが少ない。また当市には通訳もおらず、在

住する外国人の国籍もバラバラで、連携を図

っていくことも難しい。 

11 瑞浪市 
外国人コミュニテ

ィの把握・連携 

外国人コミュニティとの連携ができていな

い。外国人への情報伝達のキーパーソンとな

り得る団体・個人との関係構築が必要。 

12 羽島市 情報発信の効果 

外国人コミュニティの把握ができておらず、

実際にどのくらいの在住外国人に情報が行き

渡っているか不透明である。 

13 羽島市 継続的な情報発信 

日本人との文化や考え方の違いにより、外国

人にはマスク着用の習慣や医療機関を受診す

る習慣がなかったりするので、継続的にきめ

細かく周知を行う必要がある。 

14 恵那市 
外国人コミュニテ

ィの把握 

外国人雇用企業など外国人が多く集まる場所

の把握が難しい。 
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No 団体名 
② 課題・改善点 

項目（取組概要） 課題や改善点など 

15 美濃加茂市 
外国人コミュニテ

ィとの連携 

教会や派遣事業所を通じて信者や労働者へ情

報発信をお願いしているが、教会や事業所か

らは個人のプライベートまで管理できないと

の意見が多い。教会や派遣事業所ではパーテ

ーションなどコロナ対策を十分徹底している

という事業所がほとんどであった。県民全体

の仕事や教会以外の行動に自粛をかける政策

を、県主導で実践する必要があるのではない

か。 

16 美濃加茂市 情報発信の内容 

文章が長い。行政文書を発送した際も、内容

を読まずに市へ聞きに来る外国人が多い。イ

ラストで情報発信を行う必要がある。 

17 各務原市 情報発信 

外国人市民向けのコロナ拡大啓発情報提供が

頻繁に過ぎ、辟易されているのではと感じる

ことがある。新たに伝えるべき内容にポイン

トを絞って発信しては？ 

18 可児市 
外国人労働者の派

遣先企業への啓発 

外国人を雇用している派遣業者には啓発が行

えているが、派遣先企業には啓発が行えてい

ない。 

19 山県市 

関係団体等を通じ

た周知及び注意喚

起 

多文化共生に関する団体がなく、また、外国

人コミュニティの有無さえ不明なため、技能

実習生以外の外国人の把握が困難。 

20 本巣市 
外国人コミュニテ

ィの把握・連携 

本市には関係団体等がないため、コミュニテ

ィの十分な把握に至っていない。 

21 下呂市 

外国人に情報を的

確に伝えるための

仲介者 

コロナ情報を外国語に翻訳して送付するだけ

では外国人に確実に伝わるかは不明であるた

め、情報の意図を分かりやすく外国人に説明

していただける関係者を行政としてどのよう

に確保していくかが課題である。 
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No 団体名 
② 課題・改善点 

項目（取組概要） 課題や改善点など 

22 海津市 

市内の日本語教室

を運営している団

体へ情報提供 

日本語教室に参加している外国人の人数が、

市内在住外国人人口全体の一部分である。在

住外国人全員への細かな情報提供体制が必要

だが整備することが困難である。 

23 笠松町 
感染防止啓発チラ

シ等の送付 

事業所宛送付するものの、どれだけの従業員

に周知されているのか、どれだけ効果があっ

たのか等の具体的な状況把握までには至って

いない。 

24 養老町 HPの多言語化 

県が発信している多言語での情報を周知して

いるのみになっている。町が発信する情報は

多言語化できていないのが実情。今後は HPの

多言語化に取り組んでいきたい。 

25 神戸町 
外国人コミュニテ

ィへの情報発信 

外国人コミュニティの把握が十分でないた

め、情報発信が万遍なく的確に伝わっている

か疑問。母国の情報には関心があると思われ

るため、外国の感染情報と併せて感染予防を

呼び掛けてはどうか。 

26 揖斐川町 
外国人雇用事業所

等の把握 

外国人コミュニティや雇用事業所等の把握に

努めてはいるが、十分な把握ができていない 

27 揖斐川町 
HP等における情

報発信 

県にて多言語化したチラシを活用し情報発信

を行っているが、HP中文章の多言語化ができ

ていない。 

28 大野町 

外国人コミュニテ

ィ・外国人雇用企

業の把握 

外国人コミュニティ・外国人雇用企業の把握

が十分ではない。 

当町には通訳がおらず、コミュニティや外国

人雇用企業が把握できたとしても連携や十分

な理解を得ることは難しい。 

現状、企業・コミュニティの把握ができてい

ないため、各外国人県民に対してチラシ配布

等の注意喚起が難しい。 

29 坂祝町 
教会の礼拝につい

て 

文化の違いのため、礼拝に来るのを止めるわ

けにはいかない点が難しいと感じた。 
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No 団体名 
② 課題・改善点 

項目（取組概要） 課題や改善点など 

30 富加町 
町内の外国人雇用

企業への訪問 

すでにできる限りの感染症対策を行っている

企業がほとんどで、それ以上の対策を求める

のは難しい。 

31 富加町 
外国人コミュニテ

ィの把握 

当町には教会等ないため、コミュニティの把

握が難しい。また、通訳がいないため、連携

も難しいと思われる。 

32 七宗町 
外国人雇用企業の

把握 

当町では、外国人雇用企業の詳細な情報を持

ち合わせていないため、まずは、その把握に

努める必要がある。 

33 七宗町 
外国人コミュニテ

ィの把握・連携 

外国人コミュニティの十分な把握ができてい

ない。 

通訳もいないため、連携も難しいのが現状。 

34 八百津町 
情報発信のスピー

ド 

ＨＰへ掲載等は行っているが、いかに早くそ

して正確に情報を発信し周知することができ

るかが課題となる。 

35 御嵩町 情報発信 

チラシ、ポスター類や情報の提供などを行っ

てはいるものの、客観的な基準に基づいたデ

ータの収集が難しく、成果が出ているのか把

握できない。 

36 白川村 
外国人コミュニテ

ィの把握・連携 

外国人コミュニティの把握に至っていない。 

また、通訳のできる職員は多少いるが、担当

係に通訳がいないため、仮にコミュニティが

把握できたとしても連携が難しい。 
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多文化共生推進員、岐阜地域留学生交流推進協議会 

No 区分 
② 課題・改善点 

項目（取組概要） 課題や改善点など 

1 推進員 
雇用企業への働き

かけ 

注意喚起だけでは、やはり企業は動かないの

で、報告義務を課したりした方がよい。 

2 推進員   

これまで、出来るだけは情報発信・提供をし

てきましたが、その効果があったとは思えな

いです。外国人のコミュニティ内のつながり

の強さ、宗教への執着心は約束事以上に思い

の強さがあり、忠告など聞く耳持たずの感あ

りです。勝手な行動が多い。 

3 推進員   

配慮の多い情報提供に努めてくださっている

とは思うのですが、どこか形式的に流れ、直

かに対象者の意識には届いていない気がしま

す。 

4 推進員   

折角の県側からの熱心な警告を有効にするた

めには、メールや電話、紙ベースの呼びかけ

依頼のみに済まさず、コミュニティや教会、

モスクなどのリーダーや集団の長などに担当

者が直接に発信の意味を働きかける方法がと

れないかと思います。 

どれだけ彼らの中で周知されたのだろうと思

うことが多いです。 

知る限りでも、何かにつけて日本のあるいは

県の呼びかけや決まりごとを意識して順守せ

ねばという態度や行動はほとんど見られない

ように思ってきました。 
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No 区分 
② 課題・改善点 

項目（取組概要） 課題や改善点など 

5 岐留協 
県内の大学等への

周知方法 

岐阜県から、岐阜地域留学生交流推進協議会

の事務局である本学に本協議会構成大学へ情

報を展開してほしい旨の依頼があるが、本協

議会に県内のすべての大学等が参画している

わけではない。 

また、新型コロナウイルス感染拡大防止につ

いて、至急、各大学等に情報を展開する必要

がある場合、岐阜県において、各大学の連絡

先を把握し、直接連絡した方がより迅速に周

知できるのではないか。 

6 岐留協 若者向けのチラシ 

若者の外国人（実習生や留学生）が見て納得

しやすい工夫をしたチラシがあるとよいと思

いました。 

7 岐留協 
公的な経済的支援

制度の情報提供 

留学生が対象となるうる公的な経済支援の情

報がまとめられているものがあるといいと思

いました。（市役所の窓口で学生がとまどう

事例があったと聞いています。） 

8 岐留協 

情報発信 

多言語による感染

防止策の周知や注

意喚起 

今後、多言語で作った周知や注意喚起の中に、

重点的な部分についてさらに色付け等工夫す

れば、もっと効果が出るのではないかと考え

る。 

9 岐留協 

情報発信 

啓発チラシ等 

基本的な感染症対

策等 

外国人留学生への情報提供をしていますが、

周知後、どう役立てたかは調査をしていない

ので、情報の垂れ流しとなっている可能性が

あります。 

10 岐留協 
日本語にルビをう

っただけの文書 

留学生には、授業の時間によりわかりやすい

言葉で伝達した。 

11 岐留協 
母国語の SNSへの

対応 

留学生の情報源として大きいのが母国語の

SNSであり、そこを通じて伝播する方法を探る

とよい 
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No 区分 
② 課題・改善点 

項目（取組概要） 課題や改善点など 

12 岐留協 
生活実態に対応し

た対策 

留学生は、何人かで共同生活しており、共同

生活での習慣、祭事等を念頭においた対応策。 

アパートでの祈りや喫煙時のマスクなしの懇

談や共同で使用する物品の消毒等 
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経済団体 

No 区分 
② 課題・改善点 

項目（取組概要） 課題や改善点など 

1 経済団体 情報発信 

長い文章や分かりづらい絵柄だと、外国人は

まず読むことをしない。伝えたいことは沢山

あっても、ポイントのみに絞る方が効果があ

ると思う。 

情報発信も必要だが、広く呼び掛けるだけで

は自分のこととして受け止めないと思う。 

2 経済団体 
雇用企業への働き

かけ 

外国人雇用企業を把握し、直接当該企業へ啓

発する方がより効果がある。 

情報発信だけではアンテナを張った事業者し

かキャッチしないので、雇用企業への直接周

知や監理団体等への協力を更に仰いで確実に

情報周知が網羅でいるような体制を整える必

要があると考える。 
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技能実習監理団体、特定技能登録支援機関 

No 区分 
② 課題・改善点 

項目（取組概要） 課題や改善点など 

1 
技能実習監理

団体 
情報発信 

多言語の中にミャンマー語も入れていただき

たい。 

2 
技能実習監理

団体 
各種対策 

やはり、県や各市で対応状況が違い、スピー

ド感や現場の状況の把握に差がある。保健所

等の連携もあり、発生地域や規模によっては、

対応しきれない状況等もあることは分かる

が、情報の集約及び提供は翌日のニュース等

ではなく、外国人を雇用する企業等には、統

一して発生状況や地区等閲覧を素早く確認で

きるような環境が欲しかった。 

3 
技能実習監理

団体 
情報発信 言語は、常時 14か国語あると助かります。 

4 
技能実習監理

団体 

情報発信(啓発チ

ラシによる情報発

信) 

現在受け入れている技能実習生・特定技能外

国人はすべてタイ人であるため、タイ語バー

ジョンでの情報発信もお願いしたい。 

5 
技能実習監理

団体 

動画による情報発

信 

クメール語、インドネシア語も追加して頂き

たい。 

6 
技能実習監理

団体 

在住外国人に対す

る相談対応 

電話番号を持っておらず、電話対応ができな

い実習生が多いため、各言語の FACEBOOK等の

ＳＮＳを開設してそこで問い合わせを受け付

けた方が良いと思われる。 
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No 区分 
② 課題・改善点 

項目（取組概要） 課題や改善点など 

7 
技能実習監理

団体 
外国人集団接種 

今回の接種については、市側からの集団接種

案内により知り得たもので、市担当者の思惑

は、外国人技能実習生を多く受入しているこ

とが勧誘の動機となっていると思われるが、

平日接種と接種までの期間が短く仕事のスケ

ジュールにおいて都合が取れなかった事業所

が殆どであったのが実情である。よって、今

後はそうした課題点を克服した形の接種機会

をより多く作っていただきたい。また、行動

範囲の広い若年層含め外国人の接種を前倒し

で取り組むことが、抑制効果に繋がるものと

思慮いたします。 

8 
技能実習監理

団体 
情報発信 

マンネリ化、関係機関毎の重複アナウンス  

感染状況が悪化するたびに同じような啓発チ

ラシ、情報発信をしても外国人には響かない。 

9 
技能実習監理

団体 
ワクチン接種 

外国人への優先接種の対応が市町村によって

格差がある。予約の方法がわかりにくい。接

種券が届いてから接種するまでのマニュアル

を外国語版で案内してほしい。 

10 
技能実習監理

団体 

雇用企業への働き

かけ 

注意喚起の具体的な方法について、必要に応

じて、外国語のポスター、チラシなどを外国

人のいる企業に無料で配布することがよいと

思います。 

11 
技能実習監理

団体 
情報発信全般 

周知情報の言語が原則５言語のため、当組合

員企業に所属するインドネシア人技能実習生

に対しては制限されることから、追加を希望。  

12 
技能実習監理

団体 
情報発信 

タガログ語は英語で代替できるとも言えます

し、訳語にタイ語、モンゴル語、インドネシ

ア語を入れてもらえると助かります。 
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No 区分 
② 課題・改善点 

項目（取組概要） 課題や改善点など 

13 
技能実習監理

団体 
ワクチン接種 

ワクチン接種の実習生への連絡はしましたが 

接種後の副反応の発熱、倦怠感、頭痛、発赤

等があることを付け加えると、より安心感が

増したと思います。 

14 
技能実習監理

団体 
協調補助等の実施 

利用が周知されているか不明ポスター等見る

と思うが、行動は伴うのか限界もあると思い

ます。 

15 
技能実習監理

団体 
情報発信 

外国人は、国際交流センターHPや県や市の

Facebookは見ていない。 

16 
技能実習監理

団体 
感染後の対応 

保健所の管轄と理解はしておりますが、感染

した場合の初期対応(入院や宿泊施設療養)を

敏速に行っていただく事が、感染拡大防止に

効果的だと思います。 

また、さらなる感染者の有無について PCR検

査を職場や同居者、その他濃厚接触者となる

方々に迅速に行う必要があると考えます。疑

いを持った時に抗原簡易キットなど使用でき

るよう事前配布は難しいでしょうか 

17 
技能実習監理

団体 

新型コロナワクチ

ン接種 

業務上のこともあり、速やかにワクチン接種

を望む。 

（9月に民間医療機関（産業医）にて実施予定） 

18 
技能実習監理

団体 

関係者を通じて周

知及び注意喚起 

外国人のコミュニティはＳＮＳを通じてさら

に複雑化しており、日本人スタッフの説明よ

りも自国のコミュニティ内での信ぴょう性の

ない噂を信じてしまう。多くの方が正確な情

報を得ることができるよう、各方面での周知

や注意喚起が今後も必要である 

19 
技能実習監理

団体 

LINE電話や SNSで

の相談対応 

技能実習生はほとんど電話番号をもっていな

いので、無料通話可能な LINE電話や SNSでの

相談対応を充実させてほしい。 
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No 区分 
② 課題・改善点 

項目（取組概要） 課題や改善点など 

20 
技能実習監理

団体 

病院での母国語対

応。 

体調を崩したとき、PCR検査したいとき、日本

語が話せないと病院も行かずそのまま行動し

感染する恐れがあるので病院で電話でも母国

語で対応できると外国人は安心して病院に行

くことが出来ると思う。 

21 
技能実習監理

団体 
情報発信 

まだまだ県や市が実施したコロナへの取組み

を知らない実習生が多いと思います。これは

外国人県民にも言えることではないでしょう

か。情報発信の内容や企画はいいと思います

が、それがどこで発信されているのかが、よ

くわからないのではないでしょうか。 

22 
技能実習監理

団体 

重点地区（美濃加

茂市。可児市）の

対策 

重点地区は外国人が多いですが、マスクをし

ないで大声で話しておられるのを地域の方が

危惧しておられるようです。基本的な感染予

防対策が実行されていないことが課題だと思

います。 

23 
技能実習監理

団体 

重点地域（美濃加

茂市・可児市）の

対策 

重点地域だけでなく、近隣地域も含めての対

策をしていただけると、県全体の感染拡大を

防げると思います。 

24 
技能実習監理

団体 

情報発信（関係者

を通じての周知及

び注意喚起） 

注意喚起について、もう少し回数を増やすこ

とで、感染に関する危機感を、実習実施機関

並びに実習生・特定活動をしている者に、実

感してもらう。 

25 登録支援機関 
フェイスブックや

SNSの活用 

SNSやユーチューブの検索ワードに外国人か

らはヒットしにくいため、動画や SNSまでた

どりつきにくい。 

26 登録支援機関 
国際交流センター

の認知度 

外国人が国際交流センターを知らなければ活

用が出来ないため、SNSでもっと拡散してもっ

と HPを活用できるようにしてはどうか。 

27 登録支援機関 
動画による情報発

信 

伝わりやすさという点では動画は良いと思う

が、外国人は日本人よりも自分から視聴しに

いく方が少ないように思う。 
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No 区分 
② 課題・改善点 

項目（取組概要） 課題や改善点など 

28 登録支援機関 
啓発チラシの言語

について 

在留資格特定技能の国籍が多様化しているた

め、他の言語の翻訳分もあると良い。 

29 登録支援機関 ネット配信 
ネット配信しても、見てもらえないと意味が

ない。 
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市町村 

No 団体名 ③ 今後、取り組むと良いと考えるもの  

1 岐阜市 

外国人県民の意見を吸い上げられるようなネットワークを構築

し、適切な情報提供のあり方を検討することが必要と考える。 

行政等が発信する情報を多くの人に拡散してもらうための工夫、

取り組み。 

2 大垣市 

外国人県民コミュニティネットワークの検討について、多くの自

治体から信者が集まるキリスト教の教会など、広域的に活動する

外国人団体については、例えば岐阜県国際交流センターが把握し

て広域情報を直接提供するなど、市町村の枠に捕らわれない対応

が必要ではないか。 

3 高山市 

他地域では実施しているところもあるが、外国人の中にリーダー

を設置し、外国人住民をまとめたり、呼びかけに協力してくれる

人物が必要であると考える。 

4 多治見市 

学校において、新しい生活様式の定着に向けた取組みを推進し、

子どもの頃から身につけさせることが必要ではないか。（多言語

版でのテキスト作成） 

5 関市 

岐阜県の在住外国人用 SNSをつくって、コロナに限らず多言語の

情報を掲載し、県内在住外国人にどんどんシェアしてもらう。在

住外国人フォロワーをとにかく増やす。 

6 中津川市 

全ての地域で外国人住民を中心とした感染が広がっているわけで

はないので、地域ごとに応じた対応が必要ではないか。 

大型商業施設などのポスター掲示は県から、上部組織を経由して

下に話を通していってもらった方が効果的で、手間も少ないので

はないか。 

7 瑞浪市 
外国人への情報伝達のキーパーソンとなり得る団体・個人との関

係構築。 

8 羽島市 
各国のインフルエンサーやキーパーソン等を通じた情報提供。 

COVID-19 外国語相談センターの継続的な運用。 

9 恵那市 
外国人雇用企業や外国人コミュニティを把握し、より多くの外国

人に多言語のチラシなどを活用した情報提供。 
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No 団体名 ③ 今後、取り組むと良いと考えるもの 

10 美濃加茂市 

当市では、市内教会及び事業所への直接指導、また教会及び事業

所経由での信者及び従業員へ向けた対策強化の周知、さらには一

般市民に向けたコロナ対策啓発文書の発送やのぼり旗による路上

啓発を実施していますが、市内事業所における職場内クラスター

より個人及び家族間感染が多いため、夏休みに突入した今、行動

範囲の広い各個人及び家族単位の行動に歯止めを利かせる対策を

県が直接県民全体へ働きかける必要があるのではないか。 

11 土岐市 

スマートフォン等の外国人向けのアプリの作成。情報の掲載や通

知を多言語で送信し、コロナウィルス感染拡大防止だけでなく、

災害時等にも活用できるようにする。 

12 各務原市 
無料でのＰＣＲ検査の拡大。ワクチン効果の啓発（コミュニティ

リーダーへの講習など）。 

13 可児市 

可児市のキーパーソンの方や外国人雇用を行っている派遣会社、

外国人コミュニティの代表者との関係を構築し、効果的な情報提

供のあり方を検討していくことが必要。 

情報発信のツールや頻度についても見直していきたい。 

14 山県市 

会議の時にも話がありましたが、外国人のコロナワクチン接種を

効率よく進めるためには、多言語での対応が必要になってくるか

と思いますが、多言語で対応できる会場の設置は困難な市町村も

あるため、圏域などで外国人向け接種会場を設置できると良いと

思います。 

15 下呂市 

当市の地域的特性として、外国人の多くが企業の従業員であると

いう実情がある。コロナのような非常時に緊急性のある情報を伝

達するために、平常時から行政と外国人雇用企業等が顔の見える

関係を作っておく必要がある。例えば、多文化共生等の推進を目

的として、こうした事業者との意見交換の場を設けるなど、普段

から効果的な行政サービスの情報が提供できる関係性を構築して

おくことなどが考えられる。 

16 笠松町 

多言語対応のチラシやポスターの掲出を継続していく。 

迅速かつ柔軟な連絡体制の確立。 

相談窓口の設置（通訳あり）。 
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No 団体名 ③ 今後、取り組むと良いと考えるもの 

17 養老町 

町内には外国人雇用企業もあるが、密な連携をとれていないのが

実情である。今後は更なる情報発信や情報交換などを行えるよう

に連携を図っていきたい。 

18 関ケ原町 

情報発信をすることができる外国人が今よりさらに、多言語での

情報発信をすることが、感染拡大防止に向けて今後重要視して取

り組む事例の一つではないかと考える。 

20 神戸町 

外国人雇用企業を通じた呼びかけを徹底するため、企業側との連

携をさらに図り、周知を図るチラシを充実、ＳＮＳを用いた情報

発信、コミュニティの中心人物との関係の構築を図る方策を検討

すべきと考えます。 

21 揖斐川町 

外国人への情報伝達のために、外国人コミュニティ等との関係は

重要だが、外国人と地域住民との関係も重要であるため、コミュ

ニケーションをとれるような機会を作っていく必要があるように

感じる。 

22 大野町 

外国人コミュニティや外国人雇用企業の把握・連携をより強固に

していき、外国人への情報伝達・情報提供を効果的にしていく必

要がある。 

ホームページでの情報提供や注意喚起の推進。 

23 坂祝町 
坂祝町にある教会をすべて把握しているわけではないので、登録

制にすれば取り組みやすいと感じた。 

24 富加町 外国人コミュニティと日頃から関係を築くことが必要。 

25 七宗町 
引き続き、これまでに実施した対策を中心に取り組みながら、効

果を検証し、更なる対策を検討する。 

26 東白川村 
これまでと同様に、協会、企業など外国人が集まる施設や利用す

る施設に注意喚起を継続的に実施する。 

27 白川村 
外国人雇用企業や外国人コミュニティに対して、コロナに関する

効果的な情報発信を迅速に続けていくことが重要だと考える。 
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多文化共生推進員、岐阜地域留学生交流推進協議会 

No 団体名 ③ 今後、取り組むと良いと考えるもの 

1 推進員 

まずは、ワクチン接種の促進。車などの交通手段がない人が多い

ので、雇用企業、管理組合等が送迎などの補助をした方がよい。

外国人は、同じ国の人から伝えられる方がより伝わりやすいので、

外国人コミュニティの把握及び、直接的な周知が必要かと思う。 

2 推進員 

感染力が高い変異ウイルス（デルタ株）の特徴・症状等、多言語

で外国人住民に周知し、今までのウイルスより感染力が高いこと

を知ってもらい、感染予防意識が高まり、感染拡大防止に繋がる

と考えます。 

岐阜県内の中国人感染者が増えており、今までポルトガル語や英

語による注意喚起が多かったが、中国語による注意喚起も必要と

感じます。今は、中国語の感染情報が少ないため、在住中国人が

独自で WeChatを通して、中国人感染者増えた情報が周知している

状況です。 

保健所や医療機関で陽性と診断された後、同居家族や周りの人感

染しないように、自宅待機・ホテルで隔離・入院治療までの行動

制限を多言語の案内文書が必要と感じる。 

（例：隔離、入院までの間、友人や家族に会わないように、買い

出し行かないようになど） 

3 推進員 

感染予防のみならず、全般的に外国人は別枠ととらえず、彼らが

日本人と共生している実感を持てるよう寄り添い、巻き込んでい

く地域内の姿勢、態勢が必要だと思います。 

どうしたら外国人への偏見や避ける、嫌う体質を変えられるかを

模索していきます。 

外国人への情報提供や啓発がじかに届いていないことが多いと感

じています。 

情報提供ルートを把握することも一つかと思われます、、、。 

4 岐留協  

新型コロナウイルス感染症において，これまでと同様に啓発チラ

シによる情報発信をしていただけると留学生が情報を得る機会と

なり良いかと思います。 
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No 団体名 ③ 今後、取り組むと良いと考えるもの 

5 岐留協  

ワクチン接種に関して、外国人県民に対するわかりやすい情報提

供。優遇措置の適用による接種の促進。 

役所窓口（公的機関の情報提供窓口）におけるわかりやすい対応。

外国人住民に対する優先的対応。 

情報提供に際しての Facebookなどの活用。 

6 岐留協  ワクチン接種の促進 

7 岐留協  

コロナ対策としては、ひとつ１つの啓発活動を地道に継続するこ

とが必要と思います。当校の情報発信のみでは、伝える際に不安

がありますが、貴協議会様は、現在の旬な情報をいただけており

ますので大変心強いです。是非、継続をお願いいたします。 

8 岐留協  

留学生は発熱以外の症状があっても、軽症で受診する習慣がない。

言葉の不安や相談先等の情報不足もあり、医療機関受診への壁を

取り払う方策が大切である。 
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経済団体 

No 団体名 ③ 今後、取り組むと良いと考えるもの 

1 経済団体 

外国人の方は日本語の理解が十分でない方もいるので、災害時に

おいて外国人の方が避難所に入所するのに備えて、例えば発熱者

が避難所に入るための手順、ルールなどを事前に十分に知らせて

おくなど、外国人と日本人の双方に感染拡大を招かないような特

段の準備が必要ではないか。 

2 経済団体 

情報は受容する枠組みの中で全体に浸透させることが必要である

が、本会経由では監理団体へ直接メールを配信しているが、129

団体ある内の 7割程しか提供できていない。（会員以外の情報は

持っていない） 

『感染症対策の一環』として岐阜県名義で各支援機関に情報収集

の依頼をしていただくことにより、本会であれば監理団体である

事業協同組合の、業界団体であれば傘下関係団体の連絡先などを

収集することができるようになる。そうすることにより、情報受

取の確実性が高まり、後々の効果測定も簡易になると考えられる。 

3 経済団体 外国人県民に素早くアプローチできるネットワークの形成。 
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No 団体名 ③ 今後、取り組むと良いと考えるもの 

4 経済団体 

外国人のコロナ情報は、もっぱら友人間での FBによるものである。

日本側が発信した情報が信用されていなかったり、伝えても届か

ない。せめて自分の住んでいる県や地域のコロナ情報を確認でき

る、外国人専用アプリ(外国人の視点で作成した）などを作って入

国時に携帯に入れ、コロナや災害時に情報を知れるようにするの

はどうか。 

宗教関係の団体、グループ又は雇用企業などへ、一方的に情報を

発信するだけでなく、対面で呼びかけることが大事だと思う。 

感染した場合の症状や後遺症のインタビュー取材をニュースで

時々見るが、あの苦しみをもっと知らせるべきだと思う。 

外国人だけでなく、全県民に行動制限や、自治体を挙げて取り組

んでほしい。 

外国人コミュニティ機関の把握と連携。 

地域における外国人感染者情報の共有。 

企業への個別訪問による指導。 

外国人県民がどれだけ県の事業や対策について理解しているかの

アンケート調査。 
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技能実習監理団体、特定技能登録支援機関 

No 団体名 ③ 今後、取り組むと良いと考えるもの 

1 
技能実習監理

団体 

集団で集まり会食等をすることは、ウイルス感染拡大を招きかね

ない、よくない行動かと思います。しかし私たちも海外で暮らせ

ばわかると思いますが、同じ言語を話す日本人どうして、集まり

たくなるのではないかと思います。やはりその思いがあるのであ

ろうなど、外国に住まわれる方の考えを踏まえたうえでの思案・

対策が必要かなと思います。  

外国人だけではなく日本人もそうだと思いますが、継続して注意

喚起をしていく、可能であれば外出に関して、もう少し強い規制

が必要であると考えます 

2 
技能実習監理

団体 

外国人のワクチン接種の状況の把握及び推進。 

監理団体・受け入れ企業が、感染拡大防止の取り組みや感染状況

を細目に伝え、危機感をなくさないようにすること。 

3 
技能実習監理

団体 

県や市町村は日本に来ている外国人がコロナウイルス感染防止に

ついてどれだけ理解を示しているか把握しているのでしょうか。

外国人はＳＮＳを使って母国より情報を入手しています。当社に

在籍していた外国人は日本人よりも日本国内の状況を把握してい

ました（現在帰国済み）。あまり外国人だからということではな

く日本人と同様の情報発信ではいけないのですか。 

4 
技能実習監理

団体 

大規模接種会場(岐阜医療科学大学可児キャンパス)で実施された

外国人のワクチン接種については、非常に大きな成果があったと

思います。募集手続きは短期間でしたが、海外からの技能実習生

等を雇用する企業のニーズともうまく合致し、当組合においては

192名ものワクチン接種を受けることができました。 

それぞれの受入れ団体において外国人に伝えたいこと等は違いが

あると思われます。また出身国にもバラつきがあると思いますの

で、それぞれの母国語への翻訳サービスの制度があれば良いと思

います。 
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5 
技能実習監理

団体 

「外国人」として差別化した取り組みは、得てして反発を受けや

すいと考えます。地域社会の一員として公共性含め、地域参画に

よる地域課題を一緒になって解決する取り組みを行うことによ

り、個々の主体性を養うことが、責任ある行動に繋がるものと考

えます。 

6 
技能実習監理

団体 

一時帰国を希望している外国人県民が多く、今後、再入国の際に

も感染拡大が懸念されます。入国管理局の方でも 14日の自宅隔離

等の措置はあるが、守られていないと聞きます。県でも一時帰国

予定者や、同居人に対して情報を発信できると良いかと思います。 

7 
技能実習監理

団体 
無料のＰＣＲ検査、市町村で実施すること。 

8 
技能実習監理

団体 
ワクチン接種の迅速かつ適切な推進。 

9 
技能実習監理

団体 

ワクチン接種の外国語でのテレビ、ラジオ放送をすれば 外国人

の接種率が上がります。ほとんどの外国人は携帯を持っています

ので SNSでの呼びかけも重要かと思います。接種できる場所の紹

介も大切です。接種したいのに接種できる場所がわからければ打

つことができません。外国語での接種会場の紹介など接種に向け

てのアピールが必要かと思います。 

10 
技能実習監理

団体 

中国人の実習生に接種を受けるか確認したところ「アメリカの予

防接種は受けたくない」と言う人がほとんどでした。予想外の反

応にこちらもどう対処したらよいのかわかりませんでした。無理

強いはできませんので、もし本人達が納得して接種できる方法が

あればいいと思いました。 

11 
技能実習監理

団体 

外国人（就労・実習生滞在）の出歩く行動・集まり等がめだつよ

うな気がします。法的には、難しい面があると思いますがもっと

厳しい対応を行うべきではないかと思います。お願いしますは慣

れが生じているような気がします。 
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12 
技能実習監理

団体 

日頃から有事の時に備えて、外国人が住民登録をする際に、

Facebook等の情報発信ツールや外国人住民専用アプリ（外国人の

母国語対応）などを登録してもらい、お互いに情報収集ができる

体制を整えなければ、混乱がおきる。 

災害、コロナ等のパンデミック、予測不能な事態に備えていく必

要がある。 

13 
技能実習監理

団体 

不織布マスクの配布(サイズ選択可)について検討してみてはいか

がでしょうか。希望者は確実に活用出来るようサイズを選べると

良いと思います。 

各母国語で情報発信を継続して行うことが重要かと思います。市

の放送は非常に効果的ではないでしょうか。日本語のみならず他

言語でも同じ内容が流れるといいと思います。 

14 
技能実習監理

団体 

経済活動と同時対策で、悩みが多いですね。 

現在では対策に対して、皆慣れてしまっている(注意しなければと

口では言うが行動が伴っていない)。強いリーダーシップが必要か

な。 

終点は誰もわかりませんﾖﾈ。 

15 
技能実習監理

団体 

実習修了後、速やかに帰国できるよう対策（航空便等）をとって

ほしい。 

在留資格取得申請の為の提出書類が多すぎる。 

16 
技能実習監理

団体 

出身国により、ワクチンを積極的に摂取しようとする方と避けよ

うとする方の差が感じられる。避けようとする国は日本で接種す

るにあたって噂話による誤解を受けている。ＳＮＳに惑わされる

ことなく、正しい解釈ができる環境づくりによる努力が必要と考

える。 

17 
技能実習監理

団体 

呼びかけだけでは、足りない部分もあるので、県で統一した実習

先や就業先の朝礼で行うチェック表や確認事項を毎日伝えると重

要性の意識が出来て良いと思う。 

18 
技能実習監理

団体 

外国人実習生には監理団体に資料等を送り、実習者に渡してもら

ったり組合の担当者が実習生に説明する。 

外国人県民には、派遣や労働先に資料を持っていき、渡してもら

うのが早いのではないかと思う。 
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19 
技能実習監理

団体 

市町村にもよるが、外国人はスーパーやドラッグストアに出掛け

ることが多いので、多言語啓発ポスター等を入口やレジ周りに貼

るのもいいと思う。 

20 
技能実習監理

団体 

最近は岐阜県も感染者が多くなってきており、非常に危機感があ

ります。今一度基本的な感染予防対策（手洗い、マスク、行動ス

トップ等）等を見直して、実行してもらえるよう情報発信する必

要があるのではないかと思います。 

21 
技能実習監理

団体 

ワクチンをできるだけ多くの外国人の方に接種してもらえるよう

に働きかける。 

22 
技能実習監理

団体 

1.感染拡大重点地域と非重点地域との移動規制の方法 

2.日常生活品の購買の方法（技能実習生はスーパーに自転車で買

い物に行く） 

23 
技能実習監理

団体 

感染に対する基本的な考え方の研修を各言語で行う。（WEB研修も

含めて） 

各国の生活習慣を理解し、感染リスクのある者に関しては、特に

注意して発信等を行う。厳しく言わないと、わからない者の多い。 

24 登録支援機関 

コロナが危険だという認識がまだ一部の外国人にはあまりなく危

険だと認識させる動画や SNSを外国人向けに作成し発信を。 

コロナ対策をキチンと対応している外国人にステッカーなどを配

り車や身の回りに貼る事で意識を持ってもらう。 

外国人はあまり長い文章や細かい字を読まないことが多い傾向に

あるためシンプルでインパクトのあるチラシや SNSの作成。 

外国人が多く働く企業の対応も重要で会社で昼食中の社員食堂で

黙食を促す取り組みなど。 

 例)社員食堂にて昼食中に黙食プレートなどを持って立つ運動

など 

25 登録支援機関 

動画や HPを自ら視聴しにいく方は少ないように思うので、やはり

外国人県民の集まりやすい場所へのポスター掲示を増やし、目に

留まるようにすることがポイントかと思います。 
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26 登録支援機関 

感染拡大防止とは違う観点になりますが、新型コロナウィルスの

影響で職を失った方から就職支援を求める声があります。このよ

うな相談で外国人県民がセンターへ来られた際、ハローワークを

紹介するという流れだけでは解決に至らない場合もあると思いま

す。なかなか難しいかもしれませんが、時には民間の人材会社を

紹介するなどして、いち早く定職に就けるような支援を実施して

いただきたいと願います。弊社でも、微力ながら引き続き外国人

県民のお役に立てるよう努めてまいります。 

27 登録支援機関 
介護現場では早期にワクチン接種を受けることができました。日

本人と外国人が等しく行動できる環境が必要と思います。 

28 登録支援機関 

もう少し、強めの言葉を入れ配信してほしい。例えば、「教会へ

行くことを我慢できずコロナを拾ってしまい、家族にうつしてし

まった。家族が亡くなっても取り返しがつかない」等々。命・家

族・友人等への感染を「うつさない」「もらわない」「広げない」

を強い言葉で投げかけてほしい。 
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５．各種会議における議事要旨（意見交換結果） ※コロナ関連のみ抜粋 

①外国人材活躍・多文化共生推進会議 

日 時：令和３年７月３０日（金）１５：００～１７：２０ 

 場 所：長良川スポーツプラザ大会議室 

 出席者：委員８名（１０名のうち） 

     岐阜県清流の国推進部外国人活躍・共生社会推進課５名 

     陪席 名古屋出入国在留管理局２名、岐阜労働局１名 

        美濃加茂市１名、(公財)岐阜県国際交流センター１名 

        岐阜県教育委員会教育総務課１名 

議 題：岐阜県多文化共生推進基本方針の改定について 

    岐阜県日本語教育の総合的な体制づくり推進事業について 

 

【推進会議委員名簿】 

氏名 所属・職名  （参考）分野 

大野 えりな 
ASFIL GIFU 代表 

（岐阜県外国人防災リーダー） 
地域防災 

勝田 美穂 岐阜協立大学 教授・キャリア支援部長 外国人留学生・就労支援 

加藤 快武 美濃工業(株) 総務部長 外国人雇用（製造業） 

川瀬 弘樹 （学）ＨＩＲＯ学園 事務局長 外国人学校教育 

ｺﾞﾝｻﾙﾍﾞｽ・ﾀﾞﾋﾞ グレース・アンド・ライフ教会 牧師 地域コミュニティ 

坂田 智子 （医）和光会 海外事業課 統括リーダー 外国人雇用（介護） 

坂本 一也 岐阜大学 教授 学識経験者 

澤村 美喜 エコ・プロジェクト(協) 副理事長 監理団体・登録支援機関 

林田 剛 林田工業(株) 代表取締役 外国人労働者派遣 

宮本 正美 
朝日大学 留学生別科非常勤講師 

（地域日本語教育アドバイザー） 
地域日本語教育 
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【主な意見】 

＜外国人県民とのコミュニケーションについて＞ 

・地域の祭りやスポーツイベントなど、地域での交流を通して、心をつなぎ、お互い

の文化を知っていくことで不安がなくなっていくのではないか。 

・地域の運動会などに一緒に参加することで、心のつながりが持てるのではないか。

顔見知りになれば、声がかけやすいということもある。 

・文化の違いがあるので、どこまでいっても分かりあうのは難しい部分があることを

前提に、日本人と外国人がお互いの文化を分かり合えるような取組みを進めていく

ことが必要である。 

・通訳を介してコミュニケーションをとる場合、言葉だけでなく、気持ちに寄り添っ

たコミュニケーションが大切である。 

・「言わなくてもわかるでしょ」的な対応は外国人には通用しない。 

・自治会入会の説明やごみ袋購入の必要性など、資料で説明されても心が通じないと

外国人には伝わらない。 

＜通訳・相談対応等について＞ 

・今の日本の外国人に対する制度は通訳なども充実しているが、国際交流協会や国際

課など一定の部署に集中しており、市民課など必要なところに通訳がいないと感じ

ることもある。 

・山間部などの地域では外国人住民数が少ないこともあり、市町村窓口に通訳等が設

置されておらず、市役所や役場などの行政機関でたらい回しにあっているという話

も聞く。 

・市役所、警察などに通訳はいるが、行政側の通訳であり、本音を話しにくい部分が

ある。税金の分割納付の相談などは聞くのが怖い。 

・１４言語で対応する岐阜県在住外国人相談センターの開設など相談対応も充実され

てきており、次のステップとして重要なのは相談窓口の周知である。 

・岐阜県は、相談窓口や多言語による情報発信など環境が整っているため、こうした

情報を散在地域の外国人住民にも届けるようにすると良いのではないか。 

・ＤＶが絡んだ在留資格の相談など、通訳だけでは解決できない専門的な知識を有す

る新たな問題が起きており、こうした問題にも対応していく必要がある。 

・まずはＡＩ技術などを使って言葉の問題を解決し、次のステップとして心のつなが

りなどについてケアしていくことになるのではないか。 
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【新型コロナウイルス感染症への対応に対する追加意見（メール）】 

・キーパーソンや企業を介した連絡は多くの場合奏功しますが、難しい事態もありえ

ることを考えると、防災情報を含め、個々の住民（県民）に直接アプローチをする

方法をより重視してもよいのではないか。 

・外国籍児童も多くいるため、学校からの連絡も一つのツールになると思う。 

・自宅待機などでのストレスを発散させる方法として、運動施設などの利用が簡単に

出来る仕組みや、感染状況など各言語に翻訳し SNS などで発信する仕組みがあると

良いのではないか。 

・情報周知の徹底を促進するための案として、コミュニティのキーパーソンを、例え

ば「岐阜県情報発信拠点」などと名称を設け、認定を行い、県や県の交流センター

等から発信される情報を、その認定を受けた施設や団体の HPや SNSでも発信しても

らうようなルールをつくり、統一された情報を、多岐にわたる機関から拡散できる

ようにしてはどうか。 

＜取組によるメリット＞ 

［団体側］ ・認定団体は、認定を受けることで、社会的な信用や PRに繋がる。 

［行政側］ ・各コミュニティに参加している方へダイレクトに情報発信ができる。 

・今後、パンデミックとは異なる非常事態の際に、情報提供の連携が  

スムーズになる。 

・県や市町村（担当者）からの指導や情報提供ではなく、外国人コミュニティにおけ

るキーパーソンとペア／チームを組み、直接伝えていく。 

・一方向的なやり方（伝える人と話を聞く人）ではなく「双方向的」なやりとりを目

指す。 

・コロナ感染に関する情報が多すぎる。欲しい情報にたどりつくまでに疲れてしまい

うやむやになる。 
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②外国人県民会議 

 

日 時：令和３年８月７日（土）１３：３０～１５：３０ 

場 所：岐阜県図書館 研修室１・２ 

出席者：委員６名（うち、１名オンライン参加） 

    岐阜県清流の国推進部外国人活躍・共生社会推進課３名 

    陪席 岐阜市１名、大垣市１名、可児市２名 

(公財)岐阜県国際交流センター１名 

議 題：新型コロナウイルス感染症について 

岐阜県多文化共生推進基本方針の改定について 

 

【主な意見】 

＜新型コロナウィルス感染症について＞ 

〇情報発信 

・県から多くの情報をもらっているが、情報が多すぎる。さらに自分が必要な言語以

外も提供される。確実に外国人に周知するには、外国人が所属する会社や学校等か

ら周知した方が良いのでは。 

・行政が発信する情報は、母国語に翻訳されていても、内容が難しすぎて理解できな

いブラジル人が多い。ワクチン接種後の注意点についても、丁寧に翻訳された紙を

受け取ったが、その内容を理解できない人が多い。 

・国籍によって使用する SNS が異なるので、国籍に応じた SNS での情報発信が必要。

ブラジル人であれば最近は WhatsApp。県からメールで届いた情報は WhatsApp で発

信している。 

・岐阜の中国人コミュニティ「星友会」では、コロナ情報等を WeChatで発信している。

県や岐阜市からの情報もすぐに WeChatで発信しているので、続けてほしい。WeChat

登録者は約 700人。 

・県から多言語でもらっている情報は、母国語でもらえるので安心感がある。 

・学校で子どもには伝えているし、学校から保護者宛てに通知も出しているが、保護

者に伝わっていない可能性がある。保護者と会う機会も少ない。 

・ブラジル人の意識も変わってきているが、結局は人次第。親の意識が高いと、子ど

ももしっかり対応している。 

・マスクをするなどの対策は、自国のサイトで情報を入手しており、情報は十分にあ

る。結局はどうやってルールを守るか、家族を守るかはその人次第。 
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〇就労等 

・派遣社員は「仕事に行かなければ」というプレッシャーが大きいので、体調が悪く

てもクビになるのを恐れて出勤してしまう。 

・派遣労働者は、労働時間、働く場所が減り、収入が減っている。家賃や子どもの学

費を払えないという話を聞いている。 

・中国人夫婦は、これまで母国から両親を順番に呼び寄せ、３か月交替で子どもの面

倒をみてもらっていた。コロナでそれができず、一時預かりなどの費用がかり、負

担となっている。 

・外国人の飲食店オーナー等は、どういう支援策があるのかなどの情報がない。 
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③外国人材受入企業意見交換会 

 

日 時：令和３年８月２７日（金）１４：００～１５：４５ 

 場 所：ＷＥＢ会議 

 出席者：外国人雇用企業 ６社 

     陪席 名古屋出入国在留管理局２名、岐阜労働局１名 

        (公財)岐阜県国際交流センター１名 

        県関係課（高齢福祉、産業人材、農業経営、技術検査） 

内 容：外国人材の確保対策・活躍支援策について 

    新型コロナウイルス感染症への対応について 

 

【主な意見】 

 

＜新型コロナウイルス感染症への対応について＞ 

（外国人材の確保） 

・新規入国が制限されている中、新たな外国人材の雇用のチャンスは、国内の技能実

習生が、「特定技能」へ切り替えを行うタイミングしかない。一部では外国人材の

取り合いになっており、会社は選ばれる立場。 

・特定技能は、自由に転職できるため３日でやめたという話も聞く。コロナ禍の中、

農業の技能実習生は、国内で取り合いになっている。収穫時期の人手（技能実習生）

の確保が見込めなければ、予定が立てられない。（半年前に植えたものは、半年後

には育ってしまう。） 

・コロナ後は、日本国内だけでなく世界と人材の取り合いになると考えられる。選ば

れる日本・企業となるためには、外国人材への支援が重要。（名古屋入管） 

 

（感染拡大防止） 

・当社では、インドネシア人の技能実習生がおり、多くはイスラム教の信者。 

今年は、モスクで開催されるラマダン明けの祭りへの参加をなんとか阻止できたが、

宗教的な行事の参加について指導を行うのは非常に難しい（心苦しい）と感じた。

（宗教やプライベートには踏み込みづらい） 

・職場で注意しても家族が感染してしまうこともあり防ぎきれない面がある。 

・県が作成された多言語チラシなどを、寮に掲示し注意喚起を行っている。 
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④特定技能在留外国人の受入れに関する意見交換会 

 

日 時：令和３年８月３１日（火）１０：００～１２：００ 

 場 所：ＷＥＢ会議 

共 催：名古屋出入国在留管理局 

出席者：特定技能在留外国人登録支援機関 ７者 

     陪席 岐阜労働局１名、(公財)岐阜県国際交流センター１名 

内 容：特定技能在留外国人の確保対策・活躍支援策について 

    新型コロナウイルス感染症への対応について 

 

【主な意見】 

＜新型コロナウイルス感染症への対応について＞ 

・「自分は大丈夫」といったように甘い考えの外国人が多い。感染するとラインが止ま

ってしまい仕事ができなくなるので、心配している。どのように言えば外国人に通

じるのか解決策はない状況。 

・「一人が感染すると会社がクラスターになってしまう」というような、身近に起きた

ことを分からせることが必要。 

・外国人は集いやすいため、一人陽性となると芋づる式になり、同じ業界の企業さん

にも広がってしまう。 

・有効な手立てはなく、繰り返し注意喚起をするしかないと思うので、都度チラシを

もって受入企業を訪問し、休憩時間や朝礼時などにお願いしている。 

・名古屋の中心市街地にタイ人のみが集まるクラブがあると聞く。そういったところ

に出入りしているとも聞いたので、行かないよう、受入企業と連携して注意してい

る。 

・ワクチン接種、外出自粛、大勢で集まって会食しない等の注意喚起を行っているが、

外国人は横のつながりが強いため、注意を守らず、会食などしているのではないか

と思っている。どこまで強く禁止と言えるか難しいところ。 

・当初、外国人はワクチン接種に消極的だったが、ワクチンの必要性や感染拡大防止

の重要性を丁寧に説明したことで理解が進み、ワクチン接種を受けてくれるように

なった。 

・コロナの感染者の退院後、念のため１週間ほど自主隔離するようにしているが、隔

離場所の確保等に困っている。 
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⑤外国人労働者派遣事業者との対策会議 

 

日 時：令和３年１０月１３日（水）１３：３０～１４：３７ 

場 所：東濃西部総合庁舎 ５階大会議室 

出席者：中濃・東濃・飛騨圏域派遣事業者 

 

【主な意見】 

＜感染防止にかかる取組について＞ 

・補助制度を利用した。毎日検温を実施しており、37.5℃以上は出社拒否。37℃でも

出社を止めている。 

・２つの診療所の医師に協力いただき、１日に２００名、１２０名など多数の接種を

行い、２回目接種が終了した。 

・補助制度を利用し、かなりの台数分を申請した。２次募集による申請も予定してい

る。寄り添ってもらえて助かった。派遣先・地域・家族に安心をしていただけたと

思っている。 

 

＜ワクチンについて＞ 

・派遣元に出向いてもらえると人数が集まると思う。市役所ならば分かりやすい。 

・市役所等分かりやすい場所でやってもらえると良い。打ちたくない人もいる。打て

ば感染率は下がると説明している。 

・金～日曜日あたりが良い。金曜日の仕事終わりも可能。 

・摂取しない理由は怖いとのこと。特に土岐市はファイザーではなくモデルナが使用

されている。副反応により、長い方は１週間くらい休む。柔軟にワクチンの種類を

変えてほしい。 

・２交代勤務であるため、一度に抜けると派遣先の迷惑になるため、土曜の午後以降

に集中してやっていただくなど配慮が必要。 

・ワクチンの種類は柔軟に対応してほしい。 

・ワクチン接種者へのマック券や金券はいいと思う。 

・コロナが怖いから早く打つという人が多い。自分で市役所に申し込んだり、分から

ない人にはこちらで登録した。 

・企業での集団接種はモデルナが多い。そのため個人でファイザーを打つ人がいる。 

・休みについては、事前に接種日を聞き取る。接種翌日は休むように伝えて、派遣先

にも申し入れ、有給で対応している。９０％程度接種済みだと思う。 
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令和３年１０月２２日（金）１１：００～１２：００ 

場 所：西濃総合庁舎 ４階大会議室 

出席者：西濃圏域派遣事業者 

 

【主な意見】 

＜外国人県民に対する感染防止の取組について＞ 

  ・啓発チラシを掲示し注意喚起を行っているが、バーベキューをしているという話も

聞く。（職場の）キーパーソンを通じて注意喚起するようにしている。 

  ・基本的な感染防止策の徹底など、一般的な周知啓発は常に実施しており、新規採用

者に対しては、より丁寧に説明するようにしている。 

  ・注意喚起は、派遣先企業というよりは、当社（派遣元事業者）がメインで実施して

いる。 

  ・他県から引っ越してきた外国人労働者に対しては、しっかりと接種券が届くよう市

町村へ掛け合っている。 

  ・派遣先企業とも連携し、体温チェックなど毎日の体調確認をしている。 

・啓発文書等を翻訳し、注意喚起を実施している。（年５回ほど翻訳して配布） 

  ・派遣先企業は、職場での感染拡大を恐れており、消毒を定期的に行っている企業も

ある。 

  ・外国人労働者の家族（特に子ども）へ情報が伝わりにくいと感じる。 

  ・外国人労働者自身は感染対策をしっかりしていても、子どもから感染が拡大したケ

ースもある。 

  ・外国人労働者の一部には、宗教施設へ出入りしているものもあるようだ。宗教に関

することとなると中々止められない。 

  ・体温、味覚、嗅覚など、独自のチェックリストを作成し、毎日体調管理を実施して

いる。 

  ・家族向けの注意喚起として、毎月の給料袋に啓発チラシを同封している。 

 

＜ワクチンについて＞ 

・ワクチン接種券を会社に持ってきてもらい説明するなど、外国人労働者がワクチン

を受けやすいよう支援している。 

  ・ワクチン接種が最優先と考え、接種の推進に向けた働きかけを行っており、現在、

当社では約７割が２回目接種を完了している。 

・ワクチンを接種しやすいよう支援を実施。場合によっては、接種会場へ同行するこ

ともある。 
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＜より効果的な外国人県民対策について＞ 

・分からない。教えてほしいくらいだ。 

・繰り返し、丁寧に注意喚起していくしかないのではないか。 

  ・バーベキューをする場所はある程度決まっているようなので、会場を見回りして注

意喚起するなど、施設の管理者を通じて注意喚起してはどうか。 

  ・当社では、外出予定など休日の行動を把握するよう努めている。 
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日 時：令和３年１０月２７日（水）１１：００～１２：００ 

場 所：岐阜県福祉・農業会館２階大会議室 

出席者：岐阜圏域派遣事業者 

 

【主な意見】 

＜外国人県民に対する感染防止の取組について＞ 

・体温チェックなど健康状態を確認した上で、送迎バスに乗車させ、走行時には、窓

を開けて換気を行うなど、感染対策を徹底している。 

・体温が３７．５℃以上ある場合は、送迎バスに乗車させないようにしているほか、

乗員の入れ替え時には、車内消毒を徹底している。一部の派遣先企業では、就業先

に到着した段階で、改めて健康状態のチェックを行っている。 

・また、仕事現場において、３時間おきに体温チェックを行っている派遣先企業もあ

る。 

・外国人従業員に対しては、啓発文書を翻訳して配布し、注意喚起を徹底するように

している。 

・体温が３７℃以上ある場合は出勤させない。また、感染後の仕事復帰（出勤の再開）

前には、病院又は自社で抗原検査を実施し、出勤しても問題ないことを確認してい

る。 

・大半の派遣先企業において、体温チェックなどの体調確認を実施している。 

・当社（派遣元事業者）・派遣先企業ともに、毎日の体調確認を実施しているほか、送

迎バスにおける感染対策も徹底している。 

・外国人従業員に対する注意喚起としては、派遣先企業に翻訳した啓発文書を配布し

て注意喚起を行うほか、重要な情報については通訳から直接伝えるようにしている。 

・行政からの情報についても、広く共有し、派遣先事業者と連携して注意喚起を実施

している。 

 

＜より効果的な外国人県民対策について＞ 

・当社では、産業医と連携して、体調が悪い時の行動等についてルールを設けて、指

導を徹底している。 

・当社では、日本人の担当者と、外国人スタッフ（従業員）が日頃からコミュニケー

ションを深めるよう努めており、休日の過ごし方や、家族構成、住まい方（ルーム

シェアの状況）などの情報を把握するようにしている。 

・プライベートに踏み込むこととなり、難しい部分もあるが、日頃のコミュニケーシ

ョンは大事と思う。 
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・外国人は、長い文書は苦手。テキストなど翻訳しても読んでもらえない。 

・このため、当社では、「パーティの自粛」などいくつかの注意事項についてのイラス

トを外部発注して作成し、目で見て分かりやすいチラシに仕立てて注意喚起を行っ

ている。入社時には、特に丁寧に説明するようにしている。 

・しっかりと伝え、肚に落としてもらうことが大事。 

・当社では、現在、技能実習生の受入れているのみ。技能実習生には寮を用意し、感

染対策を徹底させている。 

・毎朝の朝礼でも徹底して指導を行っており、現在まで感染者は発生していない。 

・当社は季節雇用の外国人従業員が多く、これからの季節はスキー場に派遣すること

となる。こうした場合は、２週間前から体調について問題ないことを確認したうえ

で、就業させることとしている。 

・また、事前に派遣先企業における感染対策等を説明し、遵守徹底するよう指導して

いる。 

 

＜外国人県民に分かってもらうための対策について＞ 

・正直難しい。当社には、ベトナム人、カンボジア人の従業員がいるが、いくら注意

しても遊ぶ者は遊んでしまう。 

・当社の従業員はフィリピン人のみだが、分かってもらうには日頃からのコミュニケ

ーションが重要であると思う。 

・外国人の多くは、フェイスブックなどのＳＮＳを利用しており、行政からの情報も

見ている者もいるようだ。こうした人から、友人、知人へとつながっていくと思う。 

・国籍ごとに対応するというよりは、フェイスブックやインスタグラムなどＳＮＳを

利用すると良いのではないか。外国人はコミュニティのつながりが強いため、そこ

から広がっていくのではないか。 

・当社でも課題として捉えている。 

・当社の従業員でも、ＳＮＳでパーティなどの情報を発信している者がいるが、当社

では、こうした情報を数的に上回るよう、県からの情報も活用しながら、ＳＮＳで

情報発信している。 
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⑥技能実習監理団体との会議 

 

日 時：令和３年１０月２８日（金） 

場 所：会議後、アンケート調査を実施 

出席者：技能実習監理団体 

 

【主な意見】 

＜国籍による注意喚起等の対応について＞ 

・ベトナム人は、国民性から、集団行動、部屋で集まることから、自粛を要請 

・母国語によるパンフレットの配布 

・注意事項を母国語で作成した紙面の配布 

・食文化の違いで、ミャンマー人実習生には、より細かくマナー等伝えている。（中国

人、ベトナム人に比べて） 

・若い実習生には、長期休暇の際、名古屋への買い物等を控えてと特に注意 

・モンゴル語訳が少ないため、送り出し機関に翻訳してもらい配布 

・言葉の壁がないよう、指導、書類は母国語を使用 

 

＜フェイスブック広告、領事館等からの注意喚起について＞ 

・フェイスブックは、実習生にとって１番の情報ツールである。 

・フェイスブックは、実習生同士の交流でも使用されている。 

・フェイスブックは見ているが、広告掲載は効果ない。 

・実習生も領事館からの情報を注意している。 

・領事館や出入国在留管理局は信憑性がある。 

・組合が手続きをするため領事館の HP等を見ない。 

・出入国在留管理局と実習生との関係は間接的（間に監理団体）である。 

 

＜集団生活における感染防止対策について＞ 

 （基本対策） 

・行動自粛（買い物程度に留める） 

  ・外出して集まる行動を抑制できればと思う。 

  ・寮であっても、手洗い、うがい、マスクの励行以外の対策はない。 

・マスク、消毒液の設置、手洗い、うがい、換気の励行 

  ・実習生については、難しい問題だと思う。基本的な感染防止対策はするが、家族の

ような関係であり、どうしてもなれ合いになってしまうと思う。 
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（ソフト対策） 

  ・食事の時間をずらす等して、一部屋に集まりすぎないようにする。 

  ・マスク着用の強化、食事を個々で食べる。 

  ・寮などを清潔にすることによって、心を変えて、いつも清潔の大事を教えていく。 

  ・共同スペースの清掃等 

  ・母国語を作成した注意喚起、日常留意事項等のチラシを宿舎に配布、掲示、説明 

 （ハード対策） 

・一時的にでも集団生活ではなく、個室寮に移すべき。 

  ・寝室を複数で使用する場合、１人 1人のスペースを区切る。 

 

＜その他＞ 

・実習生への注意喚起等を行う際、実習実施事業所代表者等から行うのが効果的であ

る。 

  ・実習生への注意喚起等を行う際、技能実習監理団体から行うのが効果的である。 

  ・繰り返しの注意喚起が必要である。 

  ・目立たせるためには、感染人数、死亡者数を伝える。 

・新しい情報や危険性を分かりやすく具体的に告知する。 
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⑦外国人県民コミュニティネットワーク会議 

 

日 時：令和３年１１月８日（月）１０：００～１１：３０ 

場 所：県庁議会東棟２階第２面会室 

出席者：外国人コミュニティ関係者（岐阜市、大垣市、美濃加茂市、可児市） 

    岐阜市、大垣市、美濃加茂市、可児市（多文化共生担当課） 

    （公財）岐阜県国際交流センター 

 

【主な意見】 

＜外国人県民コミュニティの把握について＞ 

・本当に難しい。知らない間に、教会や店が出来ていたりする。 

・当市では、社会福祉協議会の相談窓口等において、聞き取りを実施している。 

・教会については、宗教法人を持っていない団体もあるため、把握は難しい部分もあ

るが、ある教会から独立した教会は、ある程度把握できる。 

・一方、考え方が違い、分裂した場合などは協会に属しておらず、無資格で牧師をし

ているものもおり、把握が難しい。 

・当市では、本日の資料に載っていない周辺市町のコミュニティについても一部把握

している。 

・現在は、リアルなコミュニティから、インターネット・ＳＮＳ上にバーチャルなコ

ミュニティに移っている可能性も考えられる。 

・ブラジル人の多くは、自分で情報を取りにいかない。ブラジル人は、問題が起きて

から行動を起こす文化。情報なしで生活している者も多く、健康保険料など、はが

きが届いてからびっくりする者もいる。 

・行政からの広報誌などはほとんど見ておらず、影響力のある人からＳＮＳなどを活

用して情報を届けると良いのではないかと考えるが、デマも多いようなので、注意

が必要かと思う。 

・フィリピン人の場合は、ＳＮＳでの情報発信も良いが、個別に連絡してリアルにつ

ながることも必要かと思う。 

・当市では、相談窓口の通訳が相談対応しながら、同時に情報収集を行っている。 

・外国人コミュニティといっても組織立っているものと、そうでないものがあるため、

まずは、組織立ったところから、つながり・連携を深めるようにしている。組織立

っていないところとつながりを作るのは難しい。 

・教会では、信者以外の把握が難しいため、先月、ＮＰＯを設立して活動を始めたと

ころ。影響力のある方をスポンサー（キーパーソン）として集めて、つながりを広
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げていきたいと考えている。 

・単純に資料を翻訳するだけでは、情報は伝わりにくい。 

 

＜他のコミュニティ等との連携について＞ 

・当市では、災害時の通訳サポーターを４２名登録しているが、災害の規模が大きく、

美濃加茂市全体が被災した場合は、通訳サポーターが活動できないため、災害時に

相互に助け合えるよう周辺市町と連携できると良いと思う。 

・行政で持っているコミュニティの情報を、広く共有すれば、それぞれがつながって

いくのではないか。 

・本日の集まりのように、顔が見える関係を作れれば、個々のコミュニティが連携す

ることは可能。 

・論点がずれるかもしれないが、コミュニティの方から、行政にアプローチすること

は難しいと感じている。コミュニティの思い（イベント開催の協力依頼など）を行

政に伝えるのは難しい。 

 

＜日本人と外国人とのつながりについて＞ 

・当団体では、日本人の地域住民と仲良く暮らせるようなコミュニティを作りたいと

思い活動している。 

・外国人住民が日本人と交流したいと思っても、透明な壁があり、日本人の理解が進

んでいないと思うこともあるので、自治会と連携していけたら良いのではないかと

思う。 

・外国人同士だけでなく、日本人と外国人がつながることが必要で、お互いに助けあ

える関係をつくることが理想。 

・外国人と日本人が一緒になって活動することができれば、色々な物事がうまく進む。 

 

＜国籍に合わせた情報発信・理解や納得につながる情報発信について＞ 

・フィリピン人は、インターネット等で情報を収集しているが、市町村によってルー

ルが違うため、まずは市役所相談窓口（の通訳）を介して情報を伝えるようにする

と、そこから口コミで、情報が広がっていくのではないか。 

・一人一人の考え・行動が大事であり、心を伝えるには、個々にコミュニケーション

を図ることが大切。 

・一人一人に声をかけるところから始めても良いのではないか。関わりを深くしてい

くには、それしかないのではないか。そうしていくことで絆・連携が深まっていく。 

・コロナ関係で、新しい言葉が出てくると、翻訳は難しい。長い文書はみんな読まな
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いので、分かりやすい簡単なことばを使うと良い。 

・同じブラジル人でも、捉え方が異なることがあるため非常に難しい。 

・翻訳者によっても、翻訳内容に違いが出るため、翻訳者のトレーニングをすると良

いのではないか。日頃から、各市の翻訳担当者が連携を深めていれば、統一の見解・

考え方での翻訳ができるのではないかと思う。 

・タガログ語については、各市のフィリピン人翻訳者同士で相互チェックすれば良い

ものになるのではないか。 

・行政の文書は、表現が固いように感じるので、通訳者の講習会は大事だと思う。 

・行政文書の翻訳は難しい。砕けた表現にしすぎると、威厳が無くなってしまう。 

・より分かりやすい表現にするために、各外国人コミュニティのキーパーソンのフィ

ルターを通すことも方策の一つだと思う。 

・翻訳は、翻訳者の個性によるところがあるため、統一は難しいので、まずは、国が

翻訳したものをベースにすればよく、それほど拘る必要はないと感じる。 

・どのような表現が外国人に伝わりやすいかは、コミュニティごとに異なるため、分

からなければ相談に来ると思う。各市役所の外国人相談窓口で、説明すればよいし、

そうしたフォローは欠かせないと思う。 

・外国人県民に情報が届いていないということはない。（まずありえない。） 

・コミュニティの把握が進むと、情報が重複して逆に戸惑うこともあるのではないか。 

・教会、学校などコミュニティ種別ごとに連携を深めてはどうか。 

・今は日本の各地域に、小さなブラジルがある状態で、日本語が出来なくでも生活で

きてしまうため、こうした状況が生まれていると思う。日本社会ともっとつながり

を持つように仕向けて行く必要がある。 

・通訳など過剰な行政サービスがかえって、外国人住民と日本人住民の機会を奪って

いるのではないかと感じることもある。翻訳がなければ、外国人住民が自ら日本社

会に入っていくしかない。 

・せっかくの機会なので、いずれは、今回集まったメンバーで、ＳＮＳのアカウント

等を作成して、情報発信してはどうか。 

・日本に住むなら少しでも良いので日本語の勉強をした方がよい。 

・多くの人が日本語を学ばなければならないと思っているが、全ての人が出来るわけ

ではない。 

・本日集まったメンバーが、行政や外国人コミュニティとの橋渡しを出来ないか。簡

単ではなく、何年もかかるとは思うが、心をつなげられるよう一緒に頑張っていき

たい。 

・ブラジルの場合、国民性が悪い方に働くこともあるので、行政と外国人コミュニテ
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ィ・外国人関係団体が連携して行動していければと思う。 

・行政がしっかりと情報を出してくれれば、心をつなげるように伝えることは、私の

ような立場の者（外国人コミュニティ関係者）が行う。 

・当市では、外国人コミュニティはそれほど多くないが、現在、外国人向けＨＰを開

設するよう動いており、そこから情報を広げていきたいと思っている。 

・在留資格によって、日本語能力レベルが異なる。日系人などは日本語能力が高くな

くても在留資格が取得しやすいが、そうした人は、日本語が必要ない職場で働けて

しまう。こうしたことも逆効果ではないか。 

 

＜影響を与えやすい公的機関について＞ 

・フィリピン人は、領事館はパスポートに関係するところと認識しているので、その

内容であれば見るが、それ以外のコロナ注意喚起の文書が届いても見ないのではな

いか。コロナの注意喚起と領事館の業務は直接関係ないと考えている者がほとんど。 

・名古屋に新たにフィルピン領事館が出来たことを知らない人が多い。 

・ブラジル人の場合、領事館よりも入管からの注意喚起の方が有効ではないかと思う。

ただし、ブラジル領事館は、今でもフェイスブックで情報発信しているため、領事

館からの注意喚起があっても良い。 

・フィリピン人も同様に、領事館ＨＰを見る者は少ないので、入管からの注意喚起の

方が有効だと思う。 

 

 


